
 

Instructions for use

Title 開発計画の意味転換と《道－開発庁》関係の変容　－第３期北海道総合開発計画作成過程を中心に－

Author(s) 山崎, 幹根

Citation 北大法学論集, 45(3), 105-132

Issue Date 1994-10-24

Doc URL http://hdl.handle.net/2115/15581

Type bulletin (article)

File Information 45(3)_p105-132.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/about.en.jsp


研
究
ノ

ト
開
発
計
画
の
意
味
転
換
と
八
道
|
開
発
庁
〉
関
係
の
変
容

|
|
第
三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
作
成
過
程
を
中
心
に
|
|

山

自奇

目

次

は
じ
め
に

一

六

0
年
代
の
北
海
道
開
発

二
動
揺
す
る
戦
後
北
海
道
開
発
体
制

三
三
期
計
画
作
成
過
程
|
道
段
階

四
三
期
計
画
作
成
過
程
1

開
発
庁
段
階

五

七

0
年
代
の
北
海
道
開
発

お
わ
り
に
八
道
|
開
発
庁

V
関
係
の
変
容

幹

キ艮

北法45(3・105)391



研究ノート

は
じ
め
に

戦
後
の
北
海
道
開
発
は
北
海
道
開
発
法
に
基
づ
き
、
北
海
道
開
発
庁
並

び
に
北
海
道
開
発
局
(
以
下
、
開
発
庁
、
開
発
局
と
略
す
)
を
中
心
に
国

策
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
周
知
の
と
お
り
開
発
庁
と
開
発
局
は
、
農

林
・
建
設
・
運
輸
三
省
に
ま
た
が
る
北
海
道
開
発
事
業
を
管
轄
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
開
発
庁
と
開
発
局
は
多
分
野
に
わ
た
る
開
発
政
策
を
北
海
道
総

合
開
発
計
画
の
中
に
体
系
化
し
、
そ
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
体
制

の
中
で
、
自
治
体
で
あ
る
北
海
道
(
以
下
、
道
と
略
す
)
も
、
開
発
計
画

の
作
成
や
実
施
に
際
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

一
九
五

O
年
に
制
定
さ
れ
た
北
海
道
開
発
法
は
、
第
二
条
で
国
が
国
民

経
済
の
復
興
及
ぴ
人
口
問
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
こ
と
を
開
発
目
的
と
位

置
付
け
、
そ
の
た
め
に
資
源
を
総
合
的
に
開
発
す
る
開
発
計
画
の
作
成
を

定
め
て
い
る
。
ま
た
、
開
発
計
画
作
成
に
関
す
る
固
と
自
治
体
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
第
三
条
が
関
係
地
方
公
共
団
体
に
対
し
内
閣
へ
の
意
見
提
出

(
1
)
 

権
を
付
与
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
開
発
法
に
よ
る
規
定
に
加
え
、
北
海

道
開
発
事
業
費
の
一
括
計
上
権
や
開
発
事
業
に
対
す
る
高
率
補
助
な
ど
の

(2) 

制
度
を
有
し
、
「
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
」
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
実
際
の
開
発
計
画
は
、
開
発
法
第
二
条
が
規
定
す
る
枠
内
に

止
ま
ら
ず
、
時
代
の
推
移
と
と
も
に
対
象
と
す
る
政
策
領
域
を
広
範
に
拡

大
さ
せ
、
開
発
計
画
の
性
格
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。
同
時
に
、
開
発
目
標

(3) 

も
社
会
経
済
情
勢
の
進
展
と
と
も
に
変
遷
し
て
い
る
。
ま
た
、
実
際
の
計

画
作
成
過
程
に
お
い
て
道
は
、
制
度
上
の
意
見
提
出
権
者
に
限
定
さ
れ
ず

(
4
)
 

計
画
原
案
作
成
者
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
道
の
役

割
は
、
法
制
度
上
の
消
極
的
な
行
為
に
固
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
両
者
の
関
係
は
開
発
政
策
の
進
展
と
と
も
に
変
化
し
て
き
て
い

る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
は
、
戦
後
北
海
道
開
発
政
策
の
展
開
と
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
が
、

北
海
道
開
発
計
画
に
お
け
る
「
開
発
」
の
意
味
内
容
及
び
「
計
画
」
の
性

質
を
変
容
さ
せ
て
き
た
実
態
に
注
目
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
変
化
が
戦
後

北
海
道
開
発
体
制
の
法
制
度
上
の
役
割
と
現
実
の
機
能
と
の
聞
に
議
離
を

生
じ
さ
せ
て
い
る
点
に
着
目
し
つ
つ
、
道
と
開
発
庁
の
役
割
及
ぴ
両
者
の

関
係
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
に
つ
い
て
事
例
研
究

(5) 

を
行
う
。
本
稿
は
特
に
、
一
九
六

0
年
代
末
期
か
ら
作
成
さ
れ
、
七

O
年

七
月
に
閣
議
決
定
を
み
た
第
三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
(
以
下
、
三
期

計
画
と
略
す
)
の
作
成
過
程
を
中
心
に
検
討
す
る
。
三
期
計
画
作
成
過
程

を
事
例
研
究
の
対
象
と
し
て
選
択
し
た
理
由
は
、
以
下
の
二
点
に
基
づ
く
。

第
一
に
、
北
海
道
総
合
開
発
計
画
は
北
海
道
に
関
す
る
様
々
な
開
発
政
策

を
体
系
的
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
開
発
政
策
の
根
幹
を
な
す
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
開
発
計
画
の
作
成
過
程
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
り
、
道
、

北法45(3・106)392 
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開
発
庁
の
北
海
道
開
発
に
対
す
る
見
解
や
行
動
が
明
瞭
に
描
き
出
せ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
二
に
、
六

0
年
代
後
半
は
全
国
的
に
も
高
度
成

長
の
歪
み
が
深
刻
化
し
た
時
期
で
あ
っ
た
が
、
北
海
道
に
お
い
て
も
高
度

成
長
期
に
推
進
さ
れ
た
開
発
政
策
が
様
々
な
弊
害
を
も
た
ら
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
六

0
年
代
後
半
は
社
会
経
済
情
勢
が
変
動
し
、
行
政
機
関
が

対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
問
題
が
顕
在
化
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
同
じ
頃
、
開
発
庁
を
中
心
と
す
る
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
を
支
え
る

行
財
政
制
度
も
動
揺
し
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
な
変
動
期
に
発
生
し
た
諸

問
題
に
対
す
る
道
と
開
発
庁
の
対
応
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
両
者
の
役
割

及
ぴ
そ
の
関
係
が
よ
り
明
確
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

キヱ(
l
)
厳
密
に
は
北
海
道
知
事
及
び
北
海
道
議
会
議
長
が
、
北
海
道
開

発
審
議
会
の
委
員
と
し
て
審
議
に
参
画
す
る
こ
と
が
北
海
道
開
発

法
第
一

O
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

(
2
)
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
開
発

庁
『
北
海
道
開
発
庁
三

O
年
史
』
一
九
八
一
年
、
四
二
|
四
六
頁

を
参
照
。

(
3
)
行
政
管
理
庁
長
官
官
房
総
務
課
企
画
調
査
室
『
北
海
道
開
発
に

関
す
る
調
査
研
究
結
果
報
告
書
』
一
九
八
一
年
、
一
ー
四
頁
。
こ

れ
は
、
伊
藤
大
一
教
授
が
北
海
道
管
区
行
政
監
察
局
か
ら
委
嘱
さ
れ
、

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

(4)
同
右
、
九
|
一

O
頁
。
お
よ
び
伊
藤
大
一
「
開
発
計
画
の
局
面

に
現
わ
れ
た
組
織
の
向
調
関
係
l
北
海
道
開
発
計
画
の
場
合
|
」

日
本
行
政
学
会
編
『
行
政
計
画
の
理
論
と
実
際
』
勤
草
書
房
、
一

九
七
二
年
、
一
九
九
|
二

O
三
頁
。
な
お
、
そ
の
他
の
北
海
道
開

発
に
関
す
る
行
政
学
の
主
な
先
行
業
績
と
し
て
は
、
蓮
池
穣
「
行

政
計
画
に
お
け
る
目
標
と
予
測
l
北
海
道
総
合
開
発
計
画
の
事
例

(
一
)
」
『
北
大
法
学
論
集
』
第
二
二
巻
第
三
号
、
一
九
七
一
年
、

山
口
二
郎
「
大
規
模
工
業
基
地
開
発
に
お
け
る
第
三
セ
ク
タ
ー
ー

苫
小
牧
東
部
開
発
|
」
財
団
法
人
行
政
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
監
修
・

今
村
都
南
雄
編
著
『
「
第
一
一
一
セ
ク
タ
ー
」
の
研
究
』
中
央
法
規
、
一

九
九
三
年
、
山
口
二
郎
「
環
境
変
化
と
政
策
シ
ス
テ
ム
の
変
化
一

政
策
空
間
の
飽
和
化
と
行
政
機
関
の
対
応
1

北
海
道
に
お
け
る
「
開

発
」
を
事
例
と
し
て
|
」
『
社
会
環
境
と
行
政
(
H
)
|
新
た
な
る

行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
む
け
て
』
財
団
法
人
行
政
管
理
研
究

セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
三
年
が
あ
る
。

(
5
)
本
稿
で
扱
う
事
例
研
究
を
基
に
、
さ
ら
に
開
発
政
策
論
や
中
央

地
方
関
係
論
に
お
け
る
理
論
面
の
分
析
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
機
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、

戦
後
地
域
開
発
の
先
行
業
績
が
有
す
る
理
論
面
の
問
題
点
に
つ
い

て
は
、
大
獄
秀
夫
「
開
発
」
日
本
政
治
学
会
編
『
年
報
政
治
学
一

九
七
九
年
政
治
学
の
基
礎
概
念
』
岩
波
書
底
、
一
九
八
一
年
、

お
よ
び
北
山
俊
哉
「
中
央
地
方
関
係
と
公
共
政
策
(
二

l
新
し

北法45(3・107)393
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い
制
度
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
『
法
学
論
叢
』
第
一
二
四
巻
二
号
、

九
八
九
年
を
参
照
。

六
0
年
代
の
北
海
道
開
発

三
期
計
画
作
成
過
程
を
具
体
的
に
検
討
す
る
前
に
、
当
時
の
諸
情
勢
を

見
る
た
め
、
本
章
は
六

0
年
代
の
開
発
政
策
、
道
と
開
発
庁
の
関
係
、
社

会
経
済
情
勢
の
変
動
に
つ
い
て
論
ず
る
。

一
九
六

O
年
、
中
央
政
府
は
国
民
所
得
倍
増
計
画
を
発
表
し
、
重
化
学

工
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
六
二
年
に

は
全
国
総
合
開
発
計
画
が
策
定
さ
れ
、
拠
点
開
発
方
式
に
基
づ
き
、
工
業

の
分
散
を
図
り
つ
つ
地
域
格
差
を
是
正
す
る
地
域
開
発
が
全
国
で
展
開
さ

れ
た
。
こ
の
よ
う
な
動
向
の
中
で
、
六

0
年
代
の
北
海
道
開
発
は
、
第
二

期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
(
一
九
六
三
年
|
一
九
七

O
年
。
以
下
、
二
期

計
画
と
略
す
)
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
。
二
期
計
画
は
、
「
産
業
構
造
の

高
度
化
を
主
軸
と
し
て
経
済
規
模
の
飛
躍
的
拡
大
を
は
か
り
、
国
民
経
済

の
安
定
的
高
度
成
長
に
積
極
的
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
北
海
道
経
済
の

自
律
的
発
展
の
基
礎
を
周
め
る
こ
と
」
を
目
標
に
掲
げ
て
い
た
。
そ
の
た

め
に
計
画
で
は
、
重
化
学
工
業
の
推
進
、
農
林
水
産
業
の
近
代
化
、
道
路

や
港
湾
を
中
心
と
す
る
産
業
基
盤
整
備
な
ど
が
重
視
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
制

地
域
の
中
核
と
な
る
都
市
を
重
点
的
に
整
備
し
、
波
及
効
果
を
周
辺
地
域
別

(
l
)

ー

に
も
た
ら
す
と
い
う
拠
点
開
発
が
開
発
方
法
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

Mdq 

そ
れ
で
は
二
期
計
画
は
ど
の
よ
う
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
山
山

道
が
ま
と
め
た
六
八
年
段
階
の
二
期
計
画
の
実
績
に
よ
れ
ば
、
道
路
や
港

湾
な
ど
産
業
基
盤
整
備
事
業
を
中
心
と
し
た
開
発
事
業
の
進
捗
、
道
民
生

産
所
得
の
拡
大
は
計
画
平
均
年
率
を
上
回
り
、
順
調
な
進
展
を
示
し
て
い

た
。
し
か
し
、
総
人
口
、
就
業
者
数
の
増
加
は
計
画
平
均
年
率
の
一
・
五
%
、

一
一
・
一
%
に
対
し
て
、
実
績
が
そ
れ
ぞ
れ

0
・
五
%
、
一
・
三
%
と
伸
び
悩

み
を
み
せ
て
い
た
。
ま
た
、
一
一
期
計
画
で
は
、
新
産
業
都
市
建
設
促
進
法

に
よ
る
地
域
指
定
を
受
け
た
道
央
地
区
を
中
心
に
重
化
学
工
業
が
推
進
さ

(2) 

れ
た
が
、
計
画
目
標
を
十
分
に
達
成
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
計
画
実
績
に
基
づ
き
、
道
は
二
期
計
画
に
つ
い
て
、

以
下
の
よ
う
に
評
価
を
下
し
た
。

「
:
:
:
計
画
の
成
否
は
、
一
つ
の
指
標
や
事
業
が
達
成
さ
れ
る
か
ど
う

か
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
総
合
的
に
、
計
画
の
意
図
し
た
結
果
が
得
ら
れ

る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
全
体
的
に
み
れ

ば
、
第
二
期
計
画
で
意
図
し
た
方
向
に
向
か
っ
て
開
発
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
本
道
経
済
の
自
立
的
発
展
の
基
礎
国
め
へ
の
道
程
を
歩
ん
で
い
る
と

(
3
)
 

ぃ
、
ぇ
ト
で
つ
」
。
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こ
の
よ
う
に
道
は
二
期
計
画
の
実
績
を
全
体
と
し
て
是
認
し
て
い
た
。

し
か
し
、
日
本
経
済
へ
の
積
極
的
な
貢
献
と
い
う
点
に
関
し
て
は
十
分
な

成
果
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
樫
原
泰
明
北
海
道
企
画

部
長
は
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。

「
:
:
:
北
海
道
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
い
ま
ま
で
は
後
進
地
域
と
い

う
こ
と
を
売
り
物
に
し
て
、
国
の
資
金
を
北
海
道
に
た
く
さ
ん
つ
ぎ
込
ん

で
も
ら
う
の
だ
、
と
い
う
考
え
方
が
ひ
じ
よ
う
に
お
う
盛
で
あ
り
ま
し
た
。

・
(
中
略
)
:
:
:
た
し
か
に
、
い
ま
ま
で
の
総
合
開
発
計
画
と
い
う
も

の
は
、
生
産
面
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
て
、
社
会
開
発
面
・
生
活
面
に
対

す
る
考
え
方
と
い
う
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
、
と
い
っ
て
も
過
言

(
4
)
 

で
は
な
い
、
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
。

す
な
わ
ち
、
六

0
年
代
の
北
海
道
開
発
は
日
本
経
済
へ
の
貢
献
を
目
指

し
つ
つ
も
、
現
実
に
は
北
海
道
の
後
進
性
を
脱
却
す
る
た
め
に
、
固
か
ら

の
資
金
を
開
発
事
業
に
投
入
し
、
産
業
基
盤
の
整
備
を
は
か
る
こ
と
を
主

眼
に
推
進
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
当
時
の
道
と
開
発
庁
の
関
係
は
、
五
九
年
に
知
事
が
社
会
党
の

田
中
敏
文
氏
か
ら
「
中
央
直
結
」
を
標
務
す
る
自
民
党
の
町
村
金
五
氏
に

交
代
し
た
経
緯
も
あ
り
、
両
者
は
強
い
連
帯
感
に
支
え
ら
れ
、
密
接
な
関

係
を
保
っ
て
い
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
当
時
の
道
庁
内
に
は
、
小
人
数
で

あ
っ
た
開
発
庁
を
支
援
し
よ
う
と
す
る
雰
囲
気
と
、
道
の
意
見
を
最
大
限

(
5
)
 

に
国
の
計
画
へ
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
識
が
強
か
っ
た
と
い
う
。
そ
し

て
、
六

O
年
頃
か
ら
は
開
発
庁
、
開
発
局
、
道
の
意
思
疎
通
と
行
動
を
緊

密
に
す
る
た
め
、
三
者
向
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
会
談
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
は
、
開
発
予
算
の
確
保
ゃ
、
計
画
作
成
な
ど
に
お
い
て
大
き

(6) 

な
成
果
を
も
た
ら
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
六

0
年
代
の
道
と
開
発
庁
は
、

戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
枠
内
で
一
体
と
な
っ
て
産
業
基
盤
整
備
を
中
心

に
開
発
政
策
を
推
進
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
二
期
計
画
に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
た
開
発
政
策
は
六

0
年

代
の
後
半
に
至
り
、
様
々
な
諸
問
題
を
顕
在
化
さ
せ
た
。
第
一
に
、
二
期

計
画
が
産
業
基
盤
整
備
中
心
の
開
発
事
業
を
進
め
た
こ
と
は
、
社
会
生
活

基
盤
の
整
備
を
遅
ら
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。
六
八
年
時
点
の
開
発
予
算
の

実
績
に
よ
れ
ば
、
産
業
振
興
事
業
費
、
産
業
基
盤
整
備
事
業
費
、
社
会
生

活
基
盤
事
業
費
の
進
捗
率
は
そ
れ
ぞ
れ
五
六
・
八
%
、
四
七
・
九
%
、
三
三

(
7
)
 

-
一
%
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
重
化
学
工
業
を
重
視
す
る
開
発
政
策
に
対

す
る
批
判
が
各
方
面
か
ら
起
こ
っ
た
。
後
述
の
よ
う
に
、
道
議
会
野
党
の

社
会
党
は
、
二
期
計
画
が
重
化
学
工
業
推
進
に
偏
重
し
て
い
る
点
や
社
会

生
活
基
盤
整
備
の
遅
れ
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
道
内
各
自

治
体
で
は
革
新
自
治
体
を
中
心
に
企
業
誘
致
条
例
を
廃
止
す
る
動
向
が
活

発
化
し
て
い
た
(
印
・

4
-
M
)
。
第
三
に
、
炭
鉱
の
閉
山
や
離
農
者
の

増
大
に
よ
っ
て
過
疎
開
題
が
深
刻
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
七

O
年
制
定
の
過

北法45(3・109)395 
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疎
法
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
過
疎
市
町
村
は
道
内
全
市
町
村
の
六
五
%
に

も
上
っ
て
い
た
。
そ
し
て
産
炭
地
や
農
村
地
域
か
ら
流
出
し
た
人
口
は
、

(
8
)
 

札
幌
な
ど
の
道
央
圏
や
関
東
地
方
へ
集
中
す
る
傾
向
を
見
せ
て
い
た
。
こ

の
よ
う
に
道
、
開
発
庁
は
、
高
度
成
長
の
歪
み
と
し
て
の
諸
問
題
に
対
応

し
つ
つ
、
七

0
年
代
に
向
け
た
新
た
な
開
発
政
策
を
作
成
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
。

注(
1
)
北
海
道
開
発
庁
『
北
海
道
開
発
庁
二

O
年
史
』

五
七
|
五
九
頁
、
コ
二
六
頁
。

(2)
北
海
道
「
総
合
開
発
の
あ
ゆ
み
(
昭
和
三
八
年
度
|
昭
和
四
一

年
度
)
』
六
、
二
六
|
二
八
、
一

O
五
l
一
O
六
頁
。

(
3
)
北
海
道
企
画
部
計
画
第
一
課
『
計
画
事
前
調
査
検
討
資
料
』
一

九
六
八
年
、
一

O
頁
(
北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
)
。

(
4
)
樫
原
泰
明
「
第
三
期
計
画
の
意
義
」
「
総
合
開
発
新
報
』
第
五
号
、

一
九
七

O
年
、
一
一
ー
l

一
一
一
頁
。

(
5
)
樫
原
泰
明
氏
の
回
想
に
よ
る
。
大
西
昭
一
回
想
録
刊
行
委
員
会

編
『
北
の
大
地
に
生
き
て
|
大
西
昭
一
の
記
録
』
一
九
九
一
年
、

六
一
|
六
二
百
ハ
。

(
6
)
元
開
発
庁
総
務
監
理
官
木
村
三
男
氏
の
証
言
。
「
第
二
期
北
海
道

総
合
開
発
計
函
誕
生
前
後
の
思
い
出
」
前
掲
『
北
海
道
開
発
庁
二

O
年
史
』
、
二
五
五
|
二
五
六
頁
。

一
九
七
一
年
、

(
7
)
前
掲
『
総
合
開
発
の
あ
ゆ
み
』
二
八
頁
。

(
8
)
蓮
池
穣
「
戦
後
北
海
道
の
地
方
自
治
」
清
水
昭
典
・
十
亀
昭
雄
・

蓮
池
穣
・
山
本
佐
門
著
『
地
域
か
ら
の
政
治
学
』
窓
社
、
一
九
九

一
年
、
一
四
六
l
一
四
九
頁
。
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動
揺
す
る
戦
後
北
海
道
開
発
体
制

「一

O
割
補
助
」
の
削
減

六
0
年
代
後
半
、
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
を
支
え
る
行
財
政
制
度
は

様
々
な
側
面
で
動
揺
し
、
そ
の
正
統
性
が
問
い
直
さ
れ
た
。
そ
の
第
-
は

「一

O
割
補
助
」
の
削
減
で
あ
る
。
北
海
道
の
直
轄
・
補
助
事
業
は
、
北

海
道
開
発
が
国
策
と
し
て
国
家
的
意
義
を
有
し
て
お
り
、
か
つ
道
内
自
治

体
の
財
政
力
が
脆
弱
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
他
府
県
よ
り
高
い
補
助

(
1
)
 

率
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
高
率
補
助
の
中
で
も
特
に
自
治
体
側
の
負

担
が
全
く
な
い
も
の
は
、
一
般
に
「
一

O
割
補
助
」
と
呼
ば
れ
、
北
海
道

開
発
事
業
に
対
す
る
優
遇
措
置
の
象
徴
と
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
大
蔵

省
は
六

0
年
代
に
入
り
、
毎
年
の
よ
う
に
高
率
補
助
を
廃
止
す
る
提
案
を

打
ち
出
し
て
い
た
。
大
蔵
省
に
よ
れ
ば
、
北
海
道
は
既
に
中
進
県
並
の
財

政
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
特
別
な
財
政
補
助
の
必
要
は
な
く
、
自
治
体
が



開発計画の意味転換とく道一開発庁〉関係の変容

過
度
に
国
へ
依
存
す
る
状
態
も
適
当
で
は
な
く
、
さ
ら
に
北
海
道
の
み
高

率
補
助
制
度
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
は
本
州
の
低
開
発
地
域
と
の
関
係
上
好

ま
し
く
な
い
と
い
う
(
印

-m
・
お
)
。

こ
れ
に
対
し
、
道
や
開
発
庁
な
ど
北
海
道
関
係
者
は
、
北
海
道
は
依
然

開
発
の
遅
れ
て
い
る
地
域
で
あ
り
、
市
町
村
も
開
発
事
業
費
を
負
担
す
る

財
政
力
が
乏
し
い
と
主
張
し
、
補
助
率
引
き
下
げ
に
は
一
貫
し
て
強
く
反

対
し
て
き
た
(
印

-m-
お
つ
ま
た
北
海
道
関
係
者
は
ご

O
割
補
助
」

の
削
減
に
つ
い
て
、
「
補
助
率
の
一
部
で
も
譲
る
と
、
北
海
道
開
発
の
本

(2) 

質
を
失
う
」
と
し
て
異
を
唱
え
て
い
た
。
こ
こ
に
「
一

O
割
補
助
」
が
有

す
る
も
う
一
つ
の
意
味
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
北
海
道
開
発
が
有
し
て
い

る
特
殊
性
を
財
政
制
度
と
し
て
象
徴
し
て
い
た
の
が
「
一

O
割
補
助
」
で

あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
高
率
補
助
削
減
問
題
は
毎
回
、
大
蔵
省
と
北
海
道

関
係
者
と
の
間
で
非
常
に
激
し
い
応
酬
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
七

0
年
度
予
算
編
成
過
程
に
お
け
る
両
者
の
攻
防
は
、
前
回

ま
で
と
様
相
が
異
な
り
、
開
発
庁
は
二
期
計
画
の
最
終
年
次
で
あ
る
七

0

年
度
か
ら
、
高
率
補
助
の
削
減
を
容
認
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
(
的
・

9
・
却
)
。
開
発
庁
が
こ
の
よ
う
な
方
針
を
選
択
し
た
背
景
に
は
、
大
蔵

省
が
強
硬
な
姿
勢
を
崩
し
て
い
な
い
こ
と
や
、
現
行
計
画
期
間
中
の
補
助

率
維
持
を
強
調
し
過
ぎ
る
と
三
期
計
画
の
ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
一
挙
に
補

助
率
を
他
府
県
並
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
、
三
期
計
画
の

対
大
蔵
省
交
渉
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
も
一
定
の
譲
歩
は
や
む
を
得
な

い
と
の
判
断
に
立
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
道
や
道
選
出
国
会
議
員
の

間
に
は
、
あ
く
ま
で
も
七

0
年
度
ま
で
は
現
行
の
補
助
率
を
維
持
す
べ
き

で
あ
る
と
い
う
意
見
が
大
勢
を
占
め
て
い
た
(
印
・
叩
・
お
)
。
し
か
し
、

開
発
庁
は
七

0
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
高
率
補
助
削
減
に
応
じ
る

方
針
を
固
め
、
対
象
と
な
る
事
業
の
具
体
的
な
選
定
を
始
め
た
(
印
・
ロ
・

却
)
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
事
務
次
官
折
衝
に
お
い
て
、
七

0
年
度
か
ら

の
補
助
率
一
部
引
き
下
げ
が
確
定
し
た
(
叩
・

1
・

m)。

大
蔵
省
と
北
海
道
関
係
者
と
の
聞
の
攻
防
に
お
け
る
最
大
の
争
点
は
、

北
海
道
が
財
政
面
で
後
進
自
治
体
で
あ
る
が
ゆ
え
に
特
別
な
補
助
制
度
を

存
続
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
一

O
割
補
助
」

の
削
減
は
、
大
蔵
省
が
北
海
道
の
後
進
性
を
否
定
し
た
と
い
う
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
同
時
に
大
蔵
省
が
、
北
海
道
開
発
が
国
策

と
し
て
国
家
的
意
義
を
有
す
る
こ
と
を
制
度
的
に
否
定
し
た
こ
と
を
も
物

語
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
「
一

O
割
補
助
」
の
削
減
に
よ
り
、
戦
後
北
海

道
開
発
体
制
を
支
え
て
い
た
財
政
的
側
面
の
一
角
が
崩
れ
始
め
た
の
で
あ

っ
た
。

北法45(3・111)397 

つ
乙
新
全
総
と
北
海
道
開
発

経
済
企
画
庁
は
六

0
年
代
後
半
、
全
国
総
合
開
発
計
画
に
代
わ
る
新
た
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な
開
発
計
画
(
新
全
国
総
合
開
発
計
画
。
以
下
、
新
全
総
と
略
す
)
を
作

成
し
つ
つ
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
新
全
総
作
成
過
程
に
お
い
て
北
海

道
開
発
を
ど
う
位
置
付
け
る
か
を
め
ぐ
り
、
経
済
企
画
庁
と
開
発
庁
が
激

し
く
対
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

経
済
企
画
庁
が
新
会
総
の
作
成
を
進
め
た
背
景
に
は
、
以
下
の
よ
う
な

事
情
が
あ
っ
た
。
第
一
に
、
六
二
年
策
定
の
全
国
総
合
開
発
計
画
に
基
づ

い
て
推
進
さ
れ
た
地
域
開
発
が
十
分
な
効
果
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
と
い

う
点
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
七

0
年
代
に
向
け
た
新
た
な
開
発
計
画
を
作

(
3
)
 

成
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
第
二
に
、
経
済
企
画
庁
は
新
全
総
策
定
に
あ
た

り
、
五

0
年
代
、
六

0
年
代
を
通
じ
、
個
別
的
か
つ
分
立
的
に
制
定
さ
れ

て
い
た
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
地
域
開
発
計
画
・
開
発
法
を
整
理
す
る
意
図

が
あ
っ
た
。
そ
し
て
経
済
企
画
庁
は
、
各
地
域
開
発
の
総
合
的
な
調
整
を

可
能
に
す
る
よ
う
な
法
的
整
備
や
開
発
行
政
機
構
の
統
合
を
行
う
必
要
性

(
4
)
 

を
強
調
し
て
い
た
。
第
三
に
、
新
全
総
は
全
国
各
地
に
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
展
開
し
、
そ
れ
を
交
通
通
信
網
に
よ
り
連
結
し
て
国
土
全
体
の
有

機
的
な
統
一
を
図
る
よ
う
な
開
発
方
法
を
企
図
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

開
発
政
策
の
性
格
上
か
ら
も
全
国
的
か
っ
二
冗
的
な
開
発
計
画
を
策
定
す

(5) 

る
必
要
が
あ
っ
た
。
第
四
に
、
経
済
企
画
庁
は
、
当
時
の
日
本
経
済
の
課

題
へ
の
対
応
、
す
な
わ
ち
貿
易
・
資
本
の
自
由
化
に
対
処
し
、
国
際
競
争

に
耐
え
得
る
よ
う
な
経
済
体
制
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

宮
崎
仁
総
合
開
発
局
長
は
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。

「
激
し
く
な
る
国
際
経
済
競
争
に
耐
え
得
る
た
め
、
体
質
強
化
を
迫
ら

れ
る
、
日
本
経
済
の
高
度
成
長
の
た
め
に
は
、
各
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
『
役
割
』
を
受
け
持
っ
て
も
ら
わ
な
く
て
は
困
る
。
こ
の
な
か
で
の
、

一
地
域
の
モ
ン
ロ
ー
a

主
義
は
、
通
用
し
な
い
し
、
し
か
も
、
国
際
経
済
の

変
動
が
、
末
端
の
地
域
経
済
に
も
反
映
す
る
時
代
に
、
一
地
域
の
長
期
計

(
6
)
 

画
に
は
限
界
が
あ
る
」
。

と
こ
ろ
が
開
発
庁
は
、
北
海
道
開
発
は
北
海
道
開
発
法
に
基
づ
い
て
推

進
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
北
海
道
開

発
を
具
体
的
に
計
画
し
、
推
進
す
る
主
体
は
北
海
道
開
発
庁
で
あ
る
と
い

う
自
負
心
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
北
海
道
開
発
法
と
国
土
開
発

法
は
法
的
に
別
々
で
あ
り
、
一
省
庁
の
経
済
企
画
庁
が
法
令
の
改
正
に
ま

(
7
)
 

で
手
を
伸
ば
す
の
は
越
権
行
為
だ
」
と
し
て
強
く
反
発
し
た
。
そ
し
て
、

新
全
総
に
お
け
る
北
海
道
開
発
の
記
述
は
、
あ
く
ま
で
も
参
考
扱
い
に
す

べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
(
邸

-m-
日)。

両
者
の
主
張
は
新
全
総
作
成
当
初
か
ら
第
四
次
案
ま
で
平
行
線
を
た
ど

っ
た
。
最
終
的
に
は
、
国
が
北
海
道
開
発
法
に
基
づ
き
北
海
道
総
合
開
発

計
画
の
下
で
北
海
道
開
発
を
推
進
す
る
こ
と
、
新
全
総
と
新
た
に
策
定
す

る
三
期
計
画
と
の
調
整
の
必
要
性
を
新
全
総
に
明
記
す
る
と
い
う
修
正
案

が
ま
と
ま
り
、
問
題
は
決
着
し
た
(
印
・

4
・
M
)
。

北法45(3・112)398 



開
発
庁
と
経
済
企
画
庁
と
の
問
の
対
立
は
、
北
海
道
開
発
を
北
海
道
開

発
法
に
基
づ
く
北
海
道
総
合
開
発
計
画
に
よ
り
推
進
す
る
か
、
国
土
総
合

開
発
法
に
基
づ
く
新
全
総
に
よ
り
推
進
す
る
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
こ
れ
を
換
言
す
れ
ば
、
北
海
道
開
発
が
独
自
の
法
体
系
を
維
持

し
、
全
国
総
合
開
発
計
画
と
は
異
な
る
特
別
な
意
味
を
保
持
す
る
こ
と
が

困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

開発計画の意味転換とく道一開発庁〉関係の変容

(
三
)
開
発
庁
統
廃
合
の
構
想

戦
後
北
海
道
開
発
体
制
は
五

0
年
代
後
半
か
ら
六

0
年
代
に
歪
り
、
開

発
体
制
形
成
当
初
の
意
義
を
次
第
に
喪
失
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
れ
は
五

0

年
代
前
半
の
北
海
道
開
発
が
、
当
初
各
方
面
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
た
ほ
ど

の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
な
く
、
以
後
の
北
海
道
開
発
も
日
本
経
済
の
発
展

(
8
)
 

に
貢
献
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
に
よ
る
。
六

0
年
代
に
は
、

臨
時
行
政
調
査
会
が
六
四
年
に
総
合
開
発
庁
構
想
を
ま
と
め
た
の
を
始
め
、

様
々
な
形
で
開
発
庁
統
廃
合
の
構
想
が
提
起
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
三
期
計
画
作
成
中
の
七

O
年
五
月
に
は
、
自
民
党
行
政
調
査
会

が
、
経
済
企
画
庁
総
合
開
発
局
、
首
都
圏
整
備
委
員
会
、
北
海
道
開
発
庁

等
を
統
合
し
、
総
合
開
発
庁
を
設
置
す
る
構
想
を
ま
と
め
た
。
更
に
一
一

月
の
行
政
調
査
会
総
会
に
お
い
て
、
総
合
開
発
庁
構
想
を
含
む
「
内
閣
機

{
9
)
 

能
強
化
に
関
す
る
試
案
大
綱
」
を
決
定
し
た
。
こ
の
開
発
庁
統
廃
合
構
想

の
具
体
化
に
対
し
、
北
海
道
関
係
者
は
北
海
道
の
独
自
性
を
失
う
恐
れ
が

あ
り
、
三
期
計
画
の
推
進
に
支
障
を
き
た
す
と
し
て
反
発
し
た
。
特
に
開

発
庁
は
、
今
回
の
構
想
が
自
民
党
の
決
定
で
あ
る
こ
と
に
警
戒
感
を
強
め

て
い
た
(
叩
・
日
・
日
)
o

北
海
道
開
発
審
議
会
も
七

O
年
六
月
、
一
一

(
日
)

月
の
二
度
に
わ
た
り
開
発
庁
統
合
反
対
の
要
望
を
決
議
し
た
。
ま
た
、
七

月
に
は
三
期
計
画
の
答
申
と
と
も
に
、
総
合
開
発
庁
構
想
に
対
す
る
警
戒

の
意
味
を
含
め
、
『
北
海
道
開
発
庁
の
総
合
調
整
機
能
の
強
化
に
関
す
る

要
望
』
を
決
議
し
た
(
北
海
タ
イ
ム
ス
叩
・

6
-
m
)
。
こ
の
よ
う
に
道
と

開
発
庁
は
、
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
根
幹
と
も
い
え
る
開
発
庁
統
廃
合

の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
つ
つ
、
新
た
な
開
発
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。

注(
1
)
前
掲
守
北
海
道
開
発
庁
三

O
年
史
』
四
六
頁
。

(
2
)

「
北
海
道
開
発
の
将
来
」
『
北
海
評
論
』
第
二
四
巻
第
二
号
、

九
六
九
年
二
月
、
一
八
頁
。

(
3
)
宮
本
憲
一
『
地
域
開
発
は
こ
れ
で
よ
い
の
か
』
岩
波
書
庖
、

九
七
三
年
、
四
六
頁
。

(
4
)
経
済
企
画
庁
「
新
全
国
総
合
開
発
計
画
」
財
団
法
人
神
戸
都
市

問
題
研
究
所
地
方
行
財
政
制
度
資
料
刊
行
会
編
『
戦
後
地
方
行
財

政
資
料
第
二
巻
地
域
開
発
関
連
資
料
』
勤
草
書
房
、
一
九
八
四
年
、

北法45(3・113)399
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三
三
七
頁
。

(
5
)
前
掲
「
北
海
道
開
発
の
将
来
」
一
八
l
二
O
頁
。

(6)

「七

0
年
代
の
北
海
道
開
発
」
『
北
海
評
論
』
第
一
一
五
巻
第
二
号
、

一
九
七
O
年
二
月
、
二
一
頁
。

(
7
)
前
掲
「
北
海
道
開
発
の
将
来
」
二
O
頁
。

(
8
)
北
海
道
総
合
開
発
第
一
次
五
カ
年
計
画
(
一
九
五
二
l
五
六
)
が
、

期
待
ど
お
り
の
成
果
を
あ
げ
な
か
っ
た
こ
と
を
め
ぐ
り
全
国
的
規

模
で
北
海
道
開
発
論
争
が
展
開
し
た
。
(
高
橋
昭
夫
『
続
・
証
言
・

北
海
道
戦
後
史
|
田
中
道
政
と
そ
の
時
代
』
北
海
道
新
聞
社
、
一

九
八
三
年
、
三
四
O
|
三
八
四
頁
参
照
)
。

(9)
前
掲
『
北
海
道
開
発
庁
三
O
年
史
』
三
七
頁
。

(
叩
)
同
右
、
三
四
九
頁
。

三
期
計
画
作
成
過
程
l
道
段
階
|

道
段
階
に
お
け
る
三
期
計
画
作
成
は
、
企
画
部
を
中
心
に
計
画
作
成
の

体
制
が
庁
内
に
確
立
し
た
六
八
年
春
頃
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
が
、
同
年
一

一
月
、
町
村
知
事
が
北
海
道
総
合
開
発
委
員
会
に
計
画
を
諮
問
す
る
こ
と

(
1
)
 

に
よ
り
、
作
成
作
業
は
本
格
的
に
始
動
す
る
。

道
が
作
成
し
た
三
期
計
画
は
「
わ
が
国
経
済
の
国
際
化
、
大
型
化
な
ど

に
対
応
し
、
北
海
道
の
す
ぐ
れ
た
開
発
可
能
性
の
発
揚
に
よ
っ
て
、
産
業

経
済
の
飛
躍
的
発
展
を
は
か
り
、
わ
が
国
経
済
社
会
の
繁
栄
に
積
極
的
に

寄
与
す
る
と
と
も
に
、
都
市
と
農
山
漁
村
の
均
衡
あ
る
発
展
を
推
進
し
、

生
産
と
生
活
が
調
和
す
る
豊
か
な
地
域
社
会
を
建
設
す
る
こ
と
」
を
目
標

に
、
七
一
年
を
初
年
度
と
し
た
一

0
カ
年
を
計
画
期
間
と
し
て
定
め
て
い

る
。
そ
し
て
計
画
目
標
達
成
の
た
め
に
、
①
躍
動
す
る
産
業
社
会
の
建
設

(
大
規
模
か
っ
高
生
産
の
産
業
の
確
立
)
、
②
明
る
く
豊
か
な
道
民
生
活

の
確
立
(
社
会
開
発
の
推
進
)
、
③
新
交
通
通
信
網
の
総
合
的
、
先
行
的

整
備
、
④
創
造
性
豊
か
な
人
材
の
養
成
と
学
術
・
文
化
の
振
興
、
⑤
自
然

の
保
護
保
存
と
有
効
活
用
、
⑥
道
民
生
活
を
活
発
化
す
る
冬
季
開
発
の
推

進
、
⑦
北
方
圏
交
流
の
拡
大
推
進
、
と
い
う
七
点
の
主
要
施
策
を
掲
げ
て

(2) 

い
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
道
が
、
い
か
な
る
問
題
意
識
の
下
に
三
期
計
画

の
目
標
や
主
要
施
策
を
定
め
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

北法45(3・114)400

(
一
)
重
化
学
工
業
の
推
進
と
日
本
経
済
へ
の
貢
献

三
期
計
画
は
大
別
し
て
二
つ
の
主
要
な
開
発
概
念
を
内
包
し
て
い
る
。

第
一
は
、
重
化
学
工
業
の
振
興
を
筆
頭
と
す
る
産
業
経
済
面
の
大
規
模
な

開
発
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
導
的
開
発
事
業
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
中
に
苫
小
牧
東
部
大
規
模
工
業
基
地
開
発
、
広
域
酪
農
開
発
事
業
、

新
幹
線
や
高
速
道
路
の
整
備
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
重
化
学
工
業
自
体



は
二
期
計
画
に
お
い
て
も
推
進
さ
れ
て
い
た
。
三
期
計
画
に
お
け
る
そ
の

(
3
)
 

特
徴
は
、
従
来
ま
で
の
拠
点
開
発
方
式
を
継
承
し
つ
つ
、
巨
大
な
投
資
を

集
中
的
に
行
い
、
地
域
特
性
に
適
合
し
た
産
業
を
道
内
各
地
に
展
開
す
る

(
4
)
 

点
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
先
導
的
開
発
事
業
が
計
画
の
中
軸
に
据
え
ら
れ

た
理
由
は
、
二
期
計
画
で
十
分
に
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
重
化
学
工
業
を
よ

り
積
極
的
に
推
進
す
る
と
い
う
意
図
に
加
え
、
以
下
の
事
情
に
よ
っ
て
い

λ
v

。

開発計画の意味転換とく道一開発庁〉関係の変容

六
0
年
代
後
半
に
至
り
、
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
動
揺
や
高
度
成
長

の
歪
み
の
顕
在
化
な
ど
、
北
海
道
開
発
を
め
ぐ
る
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し

て
い
た
。
特
に
、
「
一

O
割
補
助
」
削
減
問
題
の
中
で
明
ら
か
に
な
っ
た

よ
う
に
、
後
進
性
を
主
張
す
る
だ
け
で
は
北
海
道
開
発
の
特
殊
性
を
維
持

す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
道
は
先
ず
第
一
に
、

三
期
計
画
作
成
に
際
し
て
七

0
年
代
に
向
け
た
北
海
道
開
発
の
新
た
な
意

義
を
、
道
内
外
に
対
し
て
積
極
的
に
明
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
た
。
こ
の
点
は
三
期
計
画
作
成
を
前
に
、
町
村
知
事
と
木
村
武
雄
開
発

庁
長
官
と
の
会
談
に
お
い
て
も
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
両
者
の
間
で
確

認
さ
れ
て
い
た
。
会
談
で
は
、
北
海
道
開
発
が
日
本
経
済
へ
貢
献
す
る
こ

と
と
、
地
域
開
発
の
先
駆
的
役
割
を
目
指
す
こ
と
を
目
標
に
、
大
規
模
工

業
基
地
の
建
設
や
大
型
酪
農
の
展
開
を
推
進
す
る
と
し
て
い
る
(
侃
-

u-
幻
)
。

三
枝
三
郎
北
海
道
副
知
事
も
、
「
:
:
:
こ
れ
ま
で
北
海
道
の
後
進
性
と

い
う
こ
と
を
強
調
し
す
ぎ
た
き
ら
い
は
た
し
か
に
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
が

ま
た
、
割
り
合
い
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
空
気
も
あ
っ
た
わ
け
で
す

が
ね
。
こ
の
点
は
、
や
は
り
反
省
し
、
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
ね
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
三
期
計
画
作
成
に
あ
た
っ
て
、
「
:
:

道
開
発
は
日
本
経
済
に
ど
ん
な
役
割
を
も
ち
、
ど
れ
だ
け
寄
与
で
き
る
か

と
い
う
積
極
面
か
ら
の
、
新
し
い
意
味
付
け
が
必
要
に
な
り
ま
し
ょ
う
」

(5) 

と
語
っ
て
い
る
。

そ
し
て
道
は
、
一
二
期
計
画
作
成
に
先
立
ち
、
七

0
年
代
の
日
本
経
済
の

発
展
方
向
を
以
下
の
よ
う
に
分
析
し
た
。
今
後
の
日
本
経
済
は
貿
易
・
資

本
の
自
由
化
が
一
一
層
進
行
し
、
本
格
的
な
国
際
化
の
時
代
を
迎
え
る
。
そ

し
て
日
本
経
済
が
激
し
い
国
際
競
争
に
耐
え
、
経
済
成
長
を
持
続
さ
せ
る

た
め
に
は
圏
内
の
産
業
構
造
を
さ
ら
に
高
度
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
重
化
学
工
業
を
は
じ
め
と
す
る

産
業
の
大
型
化
が
必
要
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
既
成
工
業
地
帯
で
は
、
過

密
化
の
弊
害
に
よ
り
新
た
な
規
模
拡
大
が
困
難
で
あ
り
、
企
業
は
新
た
な

立
地
場
所
を
求
め
る
。
そ
こ
で
、
広
大
な
土
地
と
豊
富
な
用
水
を
有
す
る

北
海
道
が
、
規
模
を
拡
大
す
る
重
化
学
工
業
な
ど
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に

よ
り
日
本
経
済
の
発
展
に
貢
献
す
る
の
で
あ

μ
。
す
な
わ
ち
、
道
は
土
地

や
水
な
ど
北
海
道
の
有
す
る
潜
在
発
展
力
が
七

0
年
代
日
本
経
済
社
会
発

北法45(3・115)401



研究ノート

展
の
条
件
と
合
致
す
る
こ
と
を
論
証
し
、
北
海
道
が
日
本
経
済
の
発
展
に

貢
献
し
得
る
こ
と
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
道
は
、
産
業
構
造
の
高
度
化
や
道
民
生
活
向
上
と
の
関
連
に
お

い
て
も
、
重
化
学
工
業
の
推
進
を
重
視
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
北
海
道
へ

の
工
場
移
転
は
、
未
発
達
で
あ
る
第
二
次
産
業
の
発
展
を
促
進
し
、
道
内

の
経
済
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
道
民
所
得
の
増

加
を
も
た
ら
す
こ
と
に
よ
り
道
民
生
活
向
上
を
達
成
可
能
に
す
る
と
考
え

(
7
)
 

て
い
た
。

そ
の
た
め
三
期
計
画
で
は
、
重
化
学
工
業
の
推
進
を
最
重
要
施
策
と
し

て
い
る
。
一
一
一
期
計
画
の
目
標
年
次
で
あ
る
八

O
年
に
は
生
産
所
得
が
基
準

年
次
の
約
三
・
三
倍
に
な
る
と
想
定
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
製
造
業

は
四
・
六
五
倍
の
増
加
、
生
産
所
得
全
体
の
中
で
占
め
る
割
合
も
一
五
・

(8) 

九
%
か
ら
二
二
・
六
%
へ
と
大
幅
に
拡
大
し
て
い
る
。
工
業
生
産
の
内
訳

を
見
る
と
、
基
準
年
次
に
対
す
る
目
標
年
次
の
生
産
量
は
、
粗
鋼
で
三
・

(9) 

二
八
倍
、
石
油
製
品
で
二
六
・
二
一
倍
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
重
化
学
工

業
化
を
達
成
す
る
た
め
、
三
期
計
画
は
苫
小
牧
東
部
大
規
模
工
業
基
地
を

特
に
重
要
な
開
発
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
大
規
模
な
重
化
学
工
業
の
推
進
に
関
し
て
、
各
方
面

か
ら
三
期
計
画
は
「
過
大
」
な
経
済
成
長
を
見
込
ん
で
い
る
の
で
は
な
い

の
か
と
指
摘
さ
れ
た
。
北
海
道
新
聞
は
社
説
に
お
い
て
、
三
期
計
画
を
以

下
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

「
:
:
:
次
期
開
発
計
画
は
政
府
の
高
度
経
済
成
長
政
策
に
よ
り
か
か
り

す
ぎ
た
き
ら
い
が
あ
る
。
む
し
ろ
高
度
経
済
成
長
政
策
に
便
乗
し
す
ぎ
て
、

計
画
の
規
模
や
本
道
経
済
の
成
長
率
を
最
大
限
に
想
定
し
て
い
る
。
地
域

開
発
に
対
す
る
中
央
政
府
の
規
制
力
が
し
だ
い
に
強
ま
っ
て
い
る
現
状
か

ら
い
え
ば
、
二
期
計
画
を
大
幅
に
上
回
る
一
八
兆
八
千
億
円
の
総
事
業
費

は
「
過
大
』
の
感
が
い
な
め
な
い
」
(
印
・

9
-
m
)
0

ま
た
、
社
会
党
は
「
経
済
成
長
率
九
・
六
%
は
楽
観
的
で
高
す
ぎ
は
し

な
い
か
」
と
い
う
見
解
に
立
っ
て
い
た
(
叩
・

4
-
m
)
。
そ
し
て
道
議

会
の
審
議
に
お
い
て
も
、
こ
の
問
題
点
を
追
及
し
て
い
た
。
特
に
社
会
党

は
、
一

O
年
計
画
で
は
激
動
す
る
日
本
経
済
に
対
応
で
き
な
い
、
五
年
間

に
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
(
印

-m-n)o
さ
ら
に
、
三
期

計
画
実
施
期
間
中
に
は
中
間
指
標
を
設
定
し
、
計
画
の
中
間
評
価
を
す
る

(
叩
)

ょ
う
、
強
く
要
求
し
た
。
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こ
れ
に
対
し
道
は
計
間
作
成
の
準
備
段
階
に
お
い
て
、
五
年
計
画
か
一

O
年
計
画
か
と
い
う
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
道
は
一

O
年
計
画
の
長
所
と

し
て
、
①
大
規
模
な
開
発
目
標
が
設
定
可
能
に
な
る
、
②
開
発
事
業
の
弾

力
的
運
営
が
可
能
、
③
長
期
的
視
点
で
開
発
効
果
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
、

開
発
の
意
義
づ
け
も
容
易
、
④
民
間
企
業
の
誘
導
も
弾
力
的
に
行
え
る
、

(
U
)
 

と
い
う
四
つ
の
理
由
か
ら
、
計
画
期
間
を
一

O
年
と
し
た
。
そ
し
て
議
会



開発計画の意味転換とく道一開発庁〉関係の変容

に
お
い
て
は
、
計
画
中
の
大
規
模
な
開
発
事
業
の
成
果
が
現
れ
る
た
め
に

は
長
期
の
計
画
期
間
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
中
間
指
標
を
設
定
し
な
く

と
も
計
画
を
弾
力
的
に
運
用
し
て
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
ゆ
け
ば

(ロ)

ょ
い
と
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
道
は
、
大
規
模
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
開
発
計
画
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
同
時
に
、

開
発
の
成
果
を
北
海
道
内
外
に
誇
示
し
、
北
海
道
開
発
の
意
義
を
顕
示
す

る
こ
と
を
狙
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
一

0
年
間
と
い
う
計
画
期
間
を
設

定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
大
規
模
な
重
化
学
工
業
の
推
進
は
、
計
画
の
作

成
過
程
に
お
い
て
重
大
な
争
点
と
な
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
当
初
の
構
想

が
計
画
案
に
反
映
さ
れ
た
。

(
二
)
新
た
な
開
発
概
念
と
計
画
の
変
容

第
一
に
、
三
期
計
画
は
新
た
な
開
発
概
念
と
し
て
杜
会
開
発
を
重
要
視

し
て
い
る
。
社
会
生
活
基
盤
の
整
備
は
、
前
期
計
画
の
中
で
も
取
り
あ
げ

ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
取
り
扱
い
が
、
あ
く
ま
で
も
二
義
的
で
あ

(
日
)

り
消
極
的
で
あ
っ
た
点
、
前
述
の
よ
う
に
二
期
計
画
の
実
施
が
産
業
基
盤

整
備
や
産
業
振
興
事
業
中
心
で
あ
っ
た
点
、
三
期
計
画
に
お
い
て
社
会
開

発
が
最
も
重
要
な
政
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
見

て
、
社
会
開
発
は
三
期
計
画
に
お
い
て
初
め
て
登
場
し
た
新
た
な
開
発
概

(
は
)

念
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
社
会
開
発
が
経
済
開
発
と
と
も
に
三
期
計
画
の
主
要
施
策

と
な
っ
て
い
る
の
は
以
下
の
事
情
に
よ
っ
て
い
る
。
先
ず
、
高
度
成
長
の

歪
み
に
対
し
て
、
道
庁
内
の
計
画
作
成
者
の
関
心
が
高
か
っ
た
点
を
指
摘

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
の
関
係
者
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
計
画
作
成
当

初
か
ら
二
期
計
画
実
施
中
に
発
生
し
た
社
会
経
済
状
況
の
変
化
に
対
し
て

積
極
的
な
対
応
を
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
向
ゃ
、
本
州
の
よ
う
な
公
害

の
深
刻
化
を
先
行
的
に
防
止
し
よ
う
と
い
う
意
図
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
。

そ
し
て
環
境
問
題
、
福
祉
問
題
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
従

来
ま
で
の
産
業
基
盤
整
備
重
視
の
開
発
か
ら
、
二
一
期
計
画
で
は
社
会
生
活

基
盤
の
整
備
や
公
害
防
止
に
も
重
点
を
置
く
必
要
性
を
強
く
認
識
し
て
い

(
日
)

た。
ま
た
、
道
の
諮
問
機
関
で
あ
る
北
海
道
総
合
開
発
委
員
会
も
、
従
来
の

一
期
・
二
期
計
画
が
産
業
基
盤
整
備
に
偏
重
し
て
い
た
こ
と
を
反
省
、
三

期
計
画
で
は
社
会
生
活
基
盤
整
備
を
重
視
す
る
方
針
を
固
め
て
い
た
。
委

員
会
で
は
、
生
産
基
盤
の
み
な
ら
ず
生
活
環
境
を
総
合
的
に
整
備
し
な
け

れ
ば
企
業
を
誘
致
し
て
も
労
働
力
を
確
保
で
き
ず
、
さ
ら
に
、
今
後
は
公

害
の
未
然
防
止
も
必
要
で
あ
る
、
と
現
状
を
分
析
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

産
業
面
で
の
発
展
、
生
活
面
で
の
充
実
と
い
う
両
者
を
目
指
す
姿
勢
を
積

極
的
に
一
不
す
た
め
、
従
来
に
な
い
新
し
い
試
み
と
し
て
計
画
に
副
題
を
つ

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
「
生
産
と
生
活
が
調
和
す
る
豊
か
な
地

北法45(3・117)403
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域
社
会
の
建
設
」
と
い
う
副
題
が
付
さ
れ
た
(
印
・

1
・
叩
)
。

そ
れ
ゆ
え
、
一
二
期
計
画
は
主
要
施
策
の
二
番
目
に
「
明
る
く
豊
か
な
道

民
生
活
の
確
立
」
を
位
置
付
け
、
積
極
的
に
社
会
開
発
の
推
進
を
図
ろ
う

と
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
、
住
宅
の
建
設
、
上
下
水
道
な
ど
の
生
活
環

境
施
設
の
整
備
、
公
害
防
止
、
国
立
医
科
大
学
の
新
設
を
は
じ
め
と
す
る

(
民
)

医
療
施
設
の
整
備
な
ど
が
構
想
さ
れ
て
い
る
。
計
画
で
は
、
こ
れ
ら
の
施

策
の
推
進
方
法
と
し
て
、
都
市
と
農
山
漁
村
が
等
し
く
豊
か
な
生
活
を
享

(
げ
)

受
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
広
域
生
活
圏
の
形
成
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
生
活
水
準
の
向
上
を
指
数
で
見
る
と
基
準
年
次
で
あ
る
六
七
年

の一

O
O
に
対
し
、
目
標
年
次
の
八

O
年
に
は
総
合
生
活
水
準
は
二
八
一

(
児
)

に
な
る
と
し
て
い
る
。

さ
ち
に
現
在
、
道
の
主
要
政
策
と
な
っ
て
い
る
冬
季
開
発
や
北
方
圏
交

流
な
ど
が
、
開
発
計
画
の
主
要
施
策
と
し
て
初
め
て
登
場
し
て
い
る
。
冬

季
開
発
と
は
、
建
設
事
業
や
観
光
な
ど
産
業
活
動
の
通
年
化
、
除
排
融
雪

の
促
進
に
よ
る
冬
季
交
通
の
確
保
、
冬
季
住
居
環
境
の
改
善
な
ど
を
通
じ

(
印
)

て
冬
季
の
道
民
生
活
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
北

方
圏
交
流
は
、
流
通
拠
点
の
整
備
、
北
方
圏
諸
国
の
未
開
発
資
源
の
輸
入

を
は
じ
め
と
す
る
貿
易
の
促
進
、
学
術
・
文
化
交
流
の
推
進
を
構
想
し
て

(
初
)

い
る
c

こ
の
よ
う
な
従
来
に
な
い
新
し
い
政
策
が
三
期
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
第
一
に
、
こ
の
こ
と
は
社

会
開
発
と
と
も
に
、
新
た
な
開
発
概
念
が
計
画
の
中
に
挿
入
さ
れ
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
道
が
新
た
な
政
策
分
野
を
模
索
し
始
め

た
こ
と
に
よ
り
、
従
来
ま
で
の
経
済
開
発
が
中
心
で
あ
っ
た
開
発
の
意
味

内
容
を
多
様
化
さ
せ
た
。
第
二
に
、
新
た
な
開
発
概
念
に
基
づ
く
政
策
は
、

計
画
の
性
質
を
も
変
容
さ
せ
た
。
二
期
計
画
は
、
重
化
学
工
業
の
推
進
と

と
も
に
産
業
基
盤
の
整
備
を
目
標
と
し
て
、
道
と
開
発
庁
が
一
体
と
な
っ

て
こ
れ
を
実
施
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
三
期
計
画
に
登
場
し
た
新
た
な
政
策

は
、
開
発
庁
と
開
発
局
以
外
の
省
庁
の
権
限
と
関
連
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ら
の
新
規
政
策
に
は
自
治
体
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
事
業
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
道
が
新
た
な
開
発
概
念
を
三
期
計
画
の
中
に

包
摂
し
た
こ
と
は
、
従
来
ま
で
の
道
と
開
発
庁
と
の
一
体
的
な
関
係
を
相

対
化
さ
せ
、
自
治
体
と
し
て
の
計
画
の
性
質
を
強
め
た
の
で
は
な
い
の
か
。

こ
の
点
は
、
後
で
詳
述
す
る
。

道
段
階
の
三
期
計
画
作
成
は
、
六
九
年
一

O
月
の
北
海
道
総
合
開
発
委

員
会
か
ら
の
答
申
後
、
道
議
会
で
の
審
議
と
了
承
を
経
て
完
結
す
る
。
そ

し
て
、
七

O
年
一
月
三

O
目
、
道
の
計
画
案
を
意
見
と
し
て
内
閣
に
提
出

し
た
後
、
計
画
作
成
の
舞
台
は
開
発
庁
に
移
る
。
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(
1
)
高
橋
昭
夫
『
証
言
・
町
村
道
政
と
そ
の
時
代
』
北
海
道
新
聞
社
、

一
九
八
五
年
、
三
九
四
|
三
九
八
頁
。

(
2
)
北
海
道
『
第
三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
|
生
産
と
生
活
が
調

和
す
る
豊
か
な
地
域
社
会
の
建
設
l
』
一
九
七

O
年
、
六
l
八
頁
(
以

下
、
『
道
案
』
と
略
す
)
。

(
3
)
道
は
、
二
期
計
画
に
お
け
る
拠
点
開
発
を
次
の
よ
う
に
評
価
し

て
い
る
。
第
一
に
、
道
内
の
地
域
格
差
は
一
人
当
た
り
の
生
産
所

得
比
較
で
は
縮
小
傾
向
に
あ
る
。
第
二
に
、
農
山
漁
村
か
ら
の
人

口
流
出
を
拠
点
都
市
が
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
他
の
地
域
へ
の

人
口
流
出
を
押
さ
え
て
い
る
。
第
一
一
一
に
、
拠
点
都
市
に
お
い
て
、

一
次
産
業
関
連
の
加
工
業
が
発
達
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
に

よ
り
、
道
は
拠
点
開
発
方
式
は
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
評
価
し
た
。

『
第
三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
に
関
す
る
総
合
開
発
調
査
特
別

委
員
会
会
議
要
録
』
(
以
下
、
『
要
録
』
と
略
す
)
一
一
一
五
|
三
六
頁
。

樫
原
泰
明
企
画
部
長
の
答
弁
に
よ
る
。

(
4
)
前
掲
『
計
画
事
前
調
査
検
討
資
料
』
一
一
一
頁
。

(
5
)
「
開
道
二
世
紀
と
こ
れ
か
ら
の
道
政
」
『
北
海
評
論
』
第
二
三
巻

第
一
一
号
、
一
九
六
八
年
二
一
月
、
五
二
1

五
三
頁
。

(
6
)
前
掲
『
計
画
事
前
調
査
検
討
資
料
』
五
五
五
八
頁
。

(
7
)
前
掲
『
要
録
』
五
五
l
五
六
頁
。
樫
原
泰
明
企
画
部
長
の
答
弁

に
よ
る
。

(
8
)
前
掲
『
道
案
』
二

O
頁。

(
9
)
同
右
、
六
六
頁
。

(
叩
)
前
掲
『
要
録
』
四
五
、
一

O
三
頁
。

(
日
)
前
掲
『
計
画
事
前
調
査
検
討
資
料
』

(
ロ
)
同
右
、
四
六
|
四
八
頁
。

(
日
)
北
海
道
『
第
二
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
』
一
九
六
二
年
二
月
、

お
よ
び
北
海
道
開
発
庁
『
第
二
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
』
一
九

六
二
年
七
月
を
参
照
。

(
日
)
社
会
開
発
の
概
念
自
体
は
一
九
五
五
年
頃
に
は
既
に
存
在
し
、

経
済
開
発
の
進
行
に
併
行
し
て
、
国
民
生
活
へ
の
有
害
な
衝
撃
を

除
去
又
は
緩
和
の
た
め
に
、
全
国
的
規
模
に
お
い
て
保
健
衛
生
、

住
宅
、
労
働
又
は
一
雇
用
問
題
、
教
育
、
社
会
保
障
に
か
ん
す
る
社

会
的
サ
ー
ビ
ス
の
発
展
を
す
す
め
る
こ
と
と
定
義
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
国
民
福
祉
向
上
の
た
め
の
独
自
の
意
義
ゃ
、
社
会
開
発

が
経
済
開
発
を
推
進
す
る
役
割
な
ど
が
積
極
的
に
強
調
さ
れ
る
よ

う
に
発
展
し
た
。
日
本
に
お
い
て
社
会
開
発
が
広
く
社
会
的
に
注

目
さ
れ
た
の
は
、
佐
藤
栄
作
首
相
が
新
内
閣
の
新
た
な
政
策
と
し

て
そ
れ
を
強
調
し
た
一
九
六
四
年
以
降
で
あ
る
。
館
稔
「
司
社
会
開

発
』
に
つ
い
て
の
解
説
」
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
、
一
九
六
五

年
を
参
照
(
北
海
道
企
画
部
開
発
課
『
社
会
開
発
』
一
九
六
七
年

一
一
月
、
に
収
録
)
。

(
日
)
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
。

(
日
)
前
掲
『
道
案
』
七
七
一
一
一
一
一
員
。

(
げ
)
同
右
、
二
ニ
ー
ー
一
七
頁
。

(
日
)
同
右
、
二
人
頁
。

一
O
O
l
一
O
一
真
。
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日
)
同
右
、

加
)
同
右
、

一
五
四
l
一
五
六
頁
。

一
五
七
|
一
五
九
頁
。

四

三
期
計
画
作
成
過
程
l
開
発
庁
段
階
|

(

一

)

前
章
で
説
明
し
た
道
と
同
じ
く
開
発
庁
も
、
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の

動
括
の
中
で
新
た
な
北
海
道
開
発
の
意
義
を
明
示
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

特
に
開
発
庁
統
廃
合
の
構
想
に
よ
っ
て
、
開
発
庁
は
自
己
組
織
の
存
在
理

由
を
改
め
て
明
示
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
開
発
庁
幹
部
は
三
期
計
画
作

成
に
向
け
て
の
基
本
姿
勢
を
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
こ
れ
か
ら
の
道
開
発
は
、
北
海
道
を
開
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
全

体
に
ど
れ
だ
け
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。
将
来
、
本
道
が
日
本
経
済
に

ど
れ
だ
け
寄
与
で
き
る
か
、
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
見
地
か
ら
、
い
わ
ば
国
の
将
来
の
利
益
を
期
待
し
た
先
行
投
資
と
し

て
大
幅
な
国
費
を
導
入
す
る
。
こ
れ
が
三
期
計
画
の
課
題
だ
」
(
的
・

1
・

a
4
J
o
 

q

，“、
開
発
庁
は
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
抱
き
つ
つ
、
計
画
作
成
の
準
備
を

六
八
年
春
の
段
階
か
ら
始
め
て
い
た
が
、
計
画
の
本
格
的
な
検
討
は
七

O

開
発
庁
案
の
特
徴

年
に
入
り
進
行
す
る
。
そ
し
て
、
七

O
年
四
月
に
は
、
審
議
会
理
事
・
小

委
員
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
三
期
計
画
総
論
部
門
の
検
討
が
行
わ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
会
議
で
出
席
者
か
ら
強
い
異
論
が
出
さ
れ
、
総
論
部
門
は

全
面
的
に
書
き
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
(
北
海
タ
イ
ム
ス
刊
・

4
-
m
)
。

委
員
か
ら
は
、
日
本
の
発
展
に
北
海
道
開
発
が
担
う
意
義
を
強
調
す
べ
き

で
あ
る
と
い
う
見
解
ゃ
、
「
目
玉
」
と
な
る
よ
う
な
大
型
の
開
発
事
業
を

具
体
的
に
明
記
す
る
よ
う
に
、
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、

黒
沢
酉
蔵
審
議
会
会
長
も
席
上
、
開
発
庁
幹
部
に
対
し
総
論
部
門
の
全
面

(I) 

書
き
直
し
を
指
示
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
計
画
作
成
は
第
一
次
草
案
を
経
て
、
第
三
次
草
案
へ

と
進
行
す
る
。
そ
の
過
程
で
計
画
案
は
以
下
の
よ
う
に
変
化
し
た
。
第
一

に
、
三
期
計
画
の
前
文
に
あ
た
る
「
計
画
作
成
の
意
義
」
は
、
北
海
道
開

発
の
国
家
的
意
義
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
記
述
が
改
め
ら
れ
た
。
先
ず
、

「
今
後
、
わ
が
国
が
国
土
の
再
編
成
を
は
か
る
う
え
で
、
北
海
道
の
も
つ

こ
の
よ
う
な
潜
在
発
展
力
を
最
大
に
発
揮
せ
し
め
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て

緊
要
で
あ
り
、
こ
こ
に
北
海
道
の
開
発
の
新
た
な
意
義
が
あ
る
」
と
い
う
(2) 

文
章
を
盛
り
込
み
、
国
土
開
発
と
し
て
の
北
海
道
開
発
を
強
調
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
冒
頭
部
分
は
、
「
北
海
道
の
開
発
は
、
明
治
二
年
以
来
一
世
紀

の
問
、
独
自
の
体
制
の
下
に
、
国
に
よ
っ
て
計
画
的
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。

と
く
に
、
戦
後
は
、
国
民
経
済
の
復
興
発
展
の
一
翼
を
担
う
重
要
な
国
策
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と
し
て
、
北
海
道
開
発
法
が
制
定
さ
れ
、
:
:
:
」
と
、
書
き
改
め
る
こ
と

に
よ
り
、
従
来
の
北
海
道
開
発
が
国
策
と
し
て
推
進
さ
れ
て
き
た
歴
史
を

(3) 

強
調
し
て
い
る
o

第
二
に
、
「
施
策
の
基
本
方
針
」
に
は
、
新
酪
農
村
の

建
設
、
国
際
空
港
、
大
型
流
通
港
湾
な
ど
が
明
記
さ
れ
、
当
初
予
定
さ
れ

て
い
た
大
規
模
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
具
体
的
に
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に

{
4
)
 

よ
り
、
そ
の
強
力
な
推
進
を
明
示
し
て
い
る
。

計
画
作
成
過
程
に
お
け
る
開
発
庁
の
役
割

開発計画の意味転換とく道 開発庁〉関係の変容

計
画
作
成
過
程
に
お
け
る
開
発
庁
の
最
も
重
要
な
役
割
は
関
係
省
庁
と

の
折
衝
で
あ
る
。
庁
内
に
お
け
る
計
画
案
の
修
正
と
平
行
し
て
、
開
発
庁

は
計
画
を
閣
議
決
定
さ
せ
る
た
め
に
、
各
省
庁
と
の
交
渉
を
通
じ
て
一
一
一
期

計
画
を
承
認
さ
せ
る
よ
う
行
動
す
る
。
特
に
、
千
歳
空
港
の
軍
民
分
離
化
・

国
際
空
港
化
、
国
立
医
科
大
学
の
新
設
、
資
金
計
画
の
決
定
な
ど
三
期
計

画
の
基
本
部
分
に
つ
い
て
関
係
省
庁
の
合
意
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

第
一
に
、
千
歳
空
港
の
問
題
に
つ
い
て
防
衛
庁
は
基
地
移
転
が
困
難
な

た
め
難
色
を
一
不
し
(
印
・

1
・

m)、
運
輸
・
大
蔵
両
省
も
時
期
尚
早
と

し
て
消
極
的
で
あ
っ
た
(
叩
・

6
-
m
)
。
こ
の
問
題
は
六
月
に
運
輸
相
、

防
衛
庁
長
官
、
開
発
庁
長
官
の
三
者
会
談
で
、
軍
民
分
離
化
を
当
面
見
送

り
、
一
一
一
千
メ
ー
ト
ル
級
の
民
間
専
用
滑
走
路
を
新
設
し
、
「
国
際
空
港
規

模
の
大
型
空
港
」
と
す
る
こ
と
で
妥
結
し
た
(
刊
・

6
・
お
)
。

第
二
に
、
国
立
医
科
大
学
の
新
設
に
つ
い
て
は
、
文
部
・
大
蔵
両
省
が
、

国
の
学
制
改
革
が
明
ら
か
で
な
い
点
ゃ
、
北
海
道
の
み
先
取
り
の
形
で
計

画
に
明
記
す
る
の
は
他
府
県
と
の
関
係
上
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
理
由
か

ら
、
難
色
を
示
し
て
い
た

(
m
-
6
・
却
)
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
開

発
庁
長
官
と
蔵
相
と
の
会
談
の
結
果
、
国
立
医
科
大
学
新
設
を
三
期
計
画

に
明
記
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
(
叩
・

6
-
M
)
。

第
三
に
、
三
期
計
画
を
め
ぐ
る
関
係
省
庁
間
の
最
大
の
懸
案
は
、
大
蔵

省
と
の
資
金
計
画
に
関
す
る
折
衝
で
あ
っ
た
。
従
来
か
ら
、
大
蔵
省
は
北

海
道
総
合
開
発
計
画
に
資
金
計
画
を
挿
入
す
る
こ
と
に
対
し
て
消
極
的
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
高
率
補
助
の
削
減
を
進
め
る
立
場
か
ら
、
資
金
計
画

に
つ
い
て
は
厳
し
い
態
度
で
臨
ん
で
い
た
(
向
・

5
・
4
)
。
北
海
道
総

合
開
発
計
画
に
資
金
計
画
が
あ
る
こ
と
は
、
計
画
の
実
施
を
裏
付
け
る
こ

と
と
、
他
地
域
の
開
発
計
画
と
の
違
い
を
示
す
と
い
う
極
め
て
重
要
な
意

(5) 

味
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
関
係
省
庁
と
の
折
衝
の
中
で
も
最
大
の

難
関
で
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
資
金
計
画
は
、
三
期
計
画
作
成
が
大
詰
め

を
迎
え
た
六
月
一
一
一
一
日
、
大
蔵
省
が
政
府
投
資
八
兆
八
千
億
円
、
民
間
資

金
二
一
兆
円
の
総
額
二

O
兆
八
千
億
円
を
認
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
決
定
し

た
(
刊
・

6
・
お
)
。
一
方
、
高
率
補
助
の
削
減
に
つ
い
て
、
大
蔵
省
は

三
期
計
画
の
目
標
年
次
で
あ
る
八

O
年
ま
で
に
す
べ
て
の
補
助
率
を
他
府
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県
並
に
引
き
下
げ
る
意
向
を
示
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
開
発
庁
は
強
く
反

発
し
た
。
結
局
、
六
月
二
三
日
の
蔵
相
と
開
発
庁
長
官
の
会
談
に
お
い
て
、

今
後
の
検
討
事
項
と
す
る
こ
と
で
決
着
が
つ
い
た

(m
・
6
・
出
)
。

こ
の
よ
う
に
開
発
庁
は
、
関
係
省
庁
に
対
し
計
画
を
承
認
さ
せ
、
計
画

実
行
の
裏
付
け
を
得
る
た
め
に
各
省
と
の
折
衝
を
進
め
る
と
い
う
企
画
調

整
官
庁
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
有
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
開
発
庁
段
階

に
お
け
る
三
期
計
画
作
成
過
程
は
、
七

O
年
六
月
一
一
日
の
北
海
道
開
発

審
議
会
へ
の
諮
問
、
六
月
二
五
日
の
答
申
を
経
た
後
、
七
月
一

O
日
に
関

議
決
定
さ
れ
、
終
了
す
る
。

道
案
と
開
発
庁
案
の
相
違

閣
議
決
定
さ
れ
た
三
期
計
画
は
、
道
案
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。
し
か

し
、
個
々
の
部
分
を
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
両
者
の
聞
に
相
違
が
見
ら
れ

る
。
こ
の
相
違
部
分
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
開
発
庁
と
道
の
北
海
道

開
発
に
対
す
る
考
え
の
差
異
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
ず
第
一
に
、
道
民
生
活
の
向
上
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
、
両
者

の
聞
に
違
い
が
あ
る
。
閣
議
決
定
後
の
所
要
資
金
を
比
較
す
る
と
、
社
会

生
活
基
盤
整
備
の
投
資
額
は
政
府
投
資
全
体
の
一
四
・
六
%
で
あ
り
、
道

案
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
住
宅
建
設
戸
数
、
市
街
地
一
人
当
た
り

の
公
園
面
積
、
上
下
水
道
普
及
率
な
ど
の
計
画
目
標
も
道
案
と
相
違
が
な

一) 

(
6
)
 

ぃ
。
と
こ
ろ
が
、
社
会
開
発
、
あ
る
い
は
所
得
の
向
上
を
も
含
め
た
広
義

の
道
民
生
活
の
向
上
を
、
開
発
計
画
に
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
か
に
つ

い
て
両
者
の
考
え
方
は
異
な
っ
て
い
る
。

道
案
で
は
三
期
計
画
の
目
標
を
、
日
本
経
済
社
会
の
繁
栄
へ
の
寄
与
と
、

生
産
と
生
活
が
調
和
す
る
豊
か
な
地
域
社
会
へ
の
建
設
の
二
点
と
し
て
い

た
。
そ
し
て
、
計
画
推
進
へ
の
積
極
姿
勢
を
示
す
た
め
、
「
生
産
と
生
活

が
調
和
す
る
豊
か
な
地
域
社
会
の
建
設
」
と
い
う
副
題
を
つ
け
た
。
開
発

庁
も
計
画
作
成
初
期
の
『
総
論
部
門
検
討
資
料
』
に
お
い
て
は
、
道
と
同

様
の
計
画
目
標
を
設
定
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
第
一
次
草
案
以
後
は
、

豊
か
な
地
域
社
会
の
先
駆
的
実
現
に
一
言
及
し
て
い
る
も
の
の
、
目
標
全
体

の
中
で
は
副
次
的
な
扱
い
と
さ
れ
、
日
本
経
済
の
繁
栄
へ
の
寄
与
を
強
調

(7) 

す
る
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
。
そ
し
て
道
案
に
付
さ
れ
て
い
た
副
題
は
、
国

の
計
画
と
し
て
は
前
例
が
な
い
こ
と
、
計
画
目
標
な
ど
に
お
い
て
趣
旨
を

(
8
)
 

取
り
入
れ
た
と
い
う
理
由
か
ら
削
除
さ
れ
た
。
ま
た
、
冬
季
開
発
や
北
方

圏
交
流
の
推
進
は
、
道
案
に
比
べ
記
述
が
弱
め
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
道
案
と
開
発
庁
案
の
聞
に
相
違
が
生
じ
る
理
由
は
ど
こ
に

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
制
度
上
、
開
発
庁
が
北
海
道
開
発
法
に
基
づ

き
、
国
策
と
し
て
北
海
道
開
発
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
制
約

さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
関
係
者
は
計
画
作
成
当
時
、
以
下
の
よ
う
に
語

っ
て
い
た
。
開
発
計
画
に
つ
い
て
開
発
庁
が
関
係
省
庁
と
折
衝
を
す
る
場

北j去45(3・122)408
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合
、
計
画
の
根
拠
を
北
海
道
開
発
法
の
第
二
条
に
求
め
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
第
二
条
は
、
資
源
開
発
を
目
標
に
し
て
お
り
、
社
会
開
発
を
含

め
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
開
発
庁
に
法
的
根
拠
と
権
限
が
存
在
し
な
い
社

会
開
発
分
野
の
推
進
は
、
関
係
各
省
と
の
折
衝
が
相
当
困
難
に
な
る
で
あ

ろ
う
と
見
通
し
を
語
っ
て
い
た
。
冬
季
開
発
、
北
方
圏
交
流
に
関
し
て
も

開
発
庁
に
実
施
権
限
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
、
計
画
に
お
け
る
位
置
付
け

(9) 

を
弱
め
て
い
る
。
ま
た
、
北
海
道
総
合
開
発
計
画
が
そ
も
そ
も
基
盤
整
備

中
心
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
プ
ラ
ン
で
あ
る
点
、
さ
ら
に
は
開
発
庁
が
国
策
と

し
て
の
北
海
道
開
発
は
道
民
の
み
な
ら
ず
日
本
全
国
民
の
た
め
の
開
発
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
点
に
も
両
案
の
相
違
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
理
由
が

(
叩
)

あ
る
。第
二
に
、
開
発
庁
案
は
道
案
よ
り
も
さ
ら
に
大
規
模
な
工
業
開
発
を
指

向
し
て
い
る
。
一
点
目
と
し
て
、
道
案
と
比
較
す
る
と
、
工
業
、
特
に
重

化
学
工
業
の
推
進
を
重
視
し
て
い
る
。
工
業
生
産
額
は
道
案
四
兆
七
七
七

五
億
円
に
対
し
、
開
発
庁
案
約
五
兆
三
一
O
O
億
円
で
あ
り
、
重
化
学
工

業
化
率
は
道
案
四
九
%
に
対
し
、
開
発
庁
案
五
三
%
と
重
化
学
工
業
重
視

(
日
)

の
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
道
案
で
は
粗
鋼
一
一
一
一
一
五
万
ト
ン
、
石
油
製
品
三

一
五
O
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
生
産
目
標
を
掲
げ
て
い
た
が
、
開
発
庁
案
で

は
そ
れ
ぞ
れ
一
四
O
O
万
ト
ン
、
三
四
七
O
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
と
な
っ
て

(ロ)
い
る
。
こ
れ
は
開
発
庁
が
、
北
海
道
の
工
業
出
荷
額
の
全
国
比
率
を
高
め

る
こ
と
に
よ
り
、
国
が
進
め
て
い
る
産
業
の
分
散
政
策
の
要
請
に
応
え
る

姿
勢
を
示
す
と
い
う
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
(
叩
・

4
・

n)。

二
点
目
に
、
以
上
の
結
果
と
し
て
開
発
庁
案
は
道
案
の
九
・
六
%
を
上

方
修
正
し
て
、
年
率
一

0
・
三
%
の
経
済
成
長
率
を
設
定
し
て
い
る
。
開

発
庁
段
階
に
お
け
る
計
画
作
成
の
最
大
の
焦
点
は
、
道
案
の
経
済
規
模
を

(
日
)

大
幅
修
正
す
る
点
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
道
案
作
成
時
期
と
開
発
庁
の
計

画
作
成
時
期
と
の
聞
で
、
日
本
経
済
の
実
勢
に
変
化
が
生
じ
た
と
い
う
事

情
を
背
景
と
し
て
い
る
。
中
央
政
府
は
開
発
庁
が
三
期
計
画
を
作
成
し
て

い
る
同
時
期
に
、
新
経
済
社
会
発
展
計
画
の
作
成
を
す
す
め
て
い
た
。
こ

れ
は
六
七
年
に
策
定
し
た
経
済
社
会
発
展
計
画
が
日
本
経
済
の
実
態
と
適

合
し
な
く
な
っ
た
た
め
、
新
た
な
経
済
計
画
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
と
い

う
理
由
に
よ
る
。
経
済
社
会
発
展
計
画
で
は
年
率
平
均
八
・
七
%
の
経
済

成
長
率
を
設
定
し
て
い
た
が
、
い
ざ
な
ぎ
景
気
の
最
中
に
あ
っ
た
日
本
経

済
は
そ
れ
を
上
回
る
勢
い
で
成
長
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
中
央
政
府
は
経

済
実
勢
に
合
わ
せ
、
平
均
年
率
一

0
・
六
%
の
経
済
成
長
率
を
設
定
し
た

新
経
済
社
会
発
展
計
画
を
作
成
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
開
発
庁
は
三
期
計
画

推
進
の
積
極
姿
勢
を
示
す
た
め
に
、
ま
た
、
本
州
と
の
経
済
格
差
を
拡
大

さ
せ
な
い
た
め
に
も
新
経
済
社
会
発
展
計
画
と
同
様
、
一
O
%
以
上
の
成

長
率
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
(
刊
・

2
・
日
)
。

こ
れ
に
対
し
、
道
は
三
期
計
画
の
経
済
見
通
し
を
、
六
九
年
策
定
の
新
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全
総
に
準
拠
さ
せ
て
考
え
て
い
た
(
叩
・

2
・
日
)
。
そ
し
て
、
道
案
は

九
・
六
%
の
成
長
率
を
設
定
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
道
案
と
開
発
庁
案

の
経
済
成
長
率
が
異
な
る
最
大
の
理
由
は
、
準
拠
し
て
い
る
国
の
計
画
が

異
な
る
点
に
あ
る
。
し
か
し
当
初
は
、
日
本
経
済
の
現
状
認
識
に
対
す
る

相
違
が
あ
り
、
成
長
率
に
関
す
る
見
解
が
異
な
っ
た
。
道
は
以
下
の
三
点

の
理
由
か
ら
、
道
案
を
変
更
す
る
必
要
が
な
い
と
の
立
場
を
取
っ
て
い
た
。

第
一
に
、
三
期
計
画
は
一

0
年
間
で
あ
り
、
実
施
計
画
で
も
あ
る
よ
う
に

(
H
H
)
 

計
画
の
性
格
が
新
経
済
社
会
発
展
計
画
と
異
な
っ
て
い
る
。
第
二
に
、
物

価
上
昇
が
懸
念
さ
れ
る
現
在
、
高
い
成
長
率
を
見
込
む
こ
と
は
問
題
で
あ

り
、
成
長
率
を
下
げ
て
も
物
価
上
昇
を
抑
え
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い

た
(
叩
・

1
・
5
)
。
第
三
に
、
道
は
七
五
年
以
降
、
日
本
経
済
の
成
長

は
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
す
る
と
い
う
見
通
し
に
立
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
道

案
の
九
・
六
%
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
立
っ
て
い
た
(
叩
・

2
・

日
)
。
し
か
し
、
開
発
庁
は
本
州
と
の
格
差
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

よ
り
規
模
の
大
き
い
経
済
成
長
を
見
込
む
べ
き
で
あ
る
と
の
姿
勢
を
固
め

て
い
た
。
開
発
庁
は
成
長
率
決
定
に
際
し
、
一
O
%
、
一

0
・
三
%
、
一

0
・

五
%
の
三
つ
の
案
を
比
較
検
討
し
た
。
そ
し
て
最
終
的
に
、
新
経
済
社
会

発
展
計
画
よ
り
も
や
や
経
済
規
模
が
大
き
い
、
平
均
年
率
一

0
・
三
%
の

経
済
成
長
率
を
選
択
し
た
(
刊
・

4
・
幻
)
。

開
発
庁
が
重
化
学
工
業
を
重
視
し
、
経
済
規
模
を
拡
大
し
た
背
景
を
、

北
海
道
新
聞
は
社
説
で
以
下
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

「
:
:
:
各
省
と
折
衝
を
続
け
た
開
発
庁
と
し
て
は
、
や
は
り
開
発
投
資

の
量
的
効
果
に
重
点
を
置
い
て
説
得
し
な
け
れ
ば
各
省
を
納
得
さ
せ
る
こ

と
は
む
ず
か
し
い
、
と
い
う
現
実
の
難
し
い
カ
ベ
に
ぶ
つ
か
ら
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
道
案
の
計
画
数
値
が
『
低
す
ぎ
る
』
と
再
一
一
一
に

わ
た
っ
て
開
発
庁
が
修
正
を
求
め
た
の
も
、
具
体
的
な
予
算
を
獲
得
す
る

た
め
の
方
策
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
道
開
発
の
『
重
要
性
』
を
中
央
に

認
識
さ
せ
る
う
え
で
、
建
て
前
だ
け
で
は
押
し
通
せ
な
い
面
が
ま
だ
多
く
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残
さ
れ
て
い
る
。
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
開
発
庁
が
道
意
見
書
よ
り
高
い
成

長
率
を
採
用
し
た
の
は
、
二
世
紀
を
迎
え
た
本
道
が
、
新
し
い
開
発
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
引
っ
下
げ
て
、
さ
ら
に
躍
進
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
意
欲
的
な

姿
勢
を
、
ま
ず
中
央
に
示
す
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
だ
L

(

叩
・

4
-
m
)
。

こ
の
よ
う
に
、
開
発
庁
は
国
策
と
し
て
北
海
道
開
発
を
推
進
す
る
と
い

う
中
央
官
庁
と
し
て
の
役
割
が
あ
る
た
め
に
、
北
海
道
開
発
が
日
本
経
済

の
発
展
に
寄
与
す
る
姿
勢
を
積
極
的
に
示
す
必
要
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

開
発
法
に
基
づ
く
開
発
庁
の
権
限
と
開
発
計
画
の
範
囲
は
、
開
発
庁
が
新

た
な
政
策
領
域
を
開
拓
す
る
際
の
制
約
要
因
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
道
案
と

開
発
庁
案
の
相
違
が
生
じ
た
理
由
が
あ
る
。

注
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(
1
)
黒
沢
酉
蔵
『
北
海
道
開
発
回
顧
録
』
北
海
タ
イ
ム
ス
社
、

七
五
年
、
五

O
頁。

(
2
)
北
海
道
開
発
庁
『
第
三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
(
第
一
次
草

案
)
』
一
九
七

O
年
四
月
二
七
日
、
コ
百
円
。

(
3
)
北
海
道
開
発
庁
『
第
三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
(
第
三
次
草

案
)
』
一
九
七

O
年
六
月
八
日
、
一
頁
。

(
4
)
前
掲
『
第
三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
(
第
一
次
草
案
)
』
一

O

ー
一
一
一
頁
。

(
5
)
黒
沢
、
前
掲
、
五
二
1

五
三
頁
。

(
6
)
北
海
道
開
発
庁
『
第
三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
資
料
』
一
九

七
O
年
七
月
、
六
頁
。

(
7
)

こ
の
指
摘
は
、
北
海
道
拓
殖
銀
行
調
査
部
『
調
査
月
報
』
二
二

四
号
、
一
九
七

O
年
一

O
月
、
三
八
頁
、
に
よ
る
。
道
案
の
開
発

目
標
は
開
発
庁
段
階
で
以
下
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
。

道
案
「
こ
の
計
画
に
お
い
て
は
、
わ
が
国
経
済
の
国
際
化
、
大
型
化
な

ど
に
対
応
し
、
北
海
道
の
す
ぐ
れ
た
開
発
可
能
性
の
発
揚
に
よ
っ
て
、

産
業
経
済
の
飛
躍
的
発
展
を
は
か
り
、
わ
が
国
経
済
社
会
の
繁
栄

に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
都
市
と
農
山
漁
村
の
均
衡
あ
る
発
展
を

推
進
し
、
生
産
と
生
活
が
調
和
す
る
豊
か
な
地
域
社
会
を
建
設
す

る
こ
と
を
目
標
に
、
つ
ぎ
の
基
本
方
針
に
よ
っ
て
施
策
の
展
開
を

は
か
る
」
(
前
掲
『
道
案
』
七
頁
)
。

開
発
庁
案
『
総
論
部
門
検
討
資
料
』

九

「
こ
の
計
画
に
お
い
て
は
、
北
海
道
の
有
す
る
潜
在
発
展
力
を
培

い
つ
つ
、
時
代
の
進
展
に
即
し
て
こ
れ
を
最
大
に
発
揮
せ
し
め
、

わ
が
国
経
済
社
会
の
新
た
な
要
請
に
積
極
的
に
こ
た
え
る
と
と
も

に
、
社
会
開
発
を
通
じ
て
、
生
産
と
生
活
が
調
和
す
る
豊
か
な
地

域
社
会
の
建
設
を
目
指
す
こ
と
を
基
本
的
な
目
標
と
す
る
」
(
北
海

道
開
発
庁
『
第
三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
総
論
部
門
検
討
資
料
』

一
九
七

O
年
四
月
、
二
二
頁
)
。

開
発
庁
案
閣
議
決
定

「
こ
の
計
画
に
お
い
て
は
、
北
海
道
の
有
す
る
す
ぐ
れ
た
潜
在
発

展
力
を
効
果
的
に
発
現
し
、
産
業
構
造
お
よ
び
社
会
生
活
構
造
の

革
新
を
通
じ
て
、
生
産
と
生
活
が
調
和
す
る
豊
か
な
地
域
社
会
の

先
駆
的
実
現
を
は
か
り
、
わ
が
国
経
済
社
会
の
繁
栄
に
積
極
的
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
」
(
前
掲
『
北
海
道
開
発
庁
三

O
年

史
』
二
五

O
頁)。

(
8
)
前
掲
『
第
三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
資
料
』
一
頁
。

(
9
)
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
。
な
お
、
冬
季
開
発
と
北

方
圏
交
流
は
開
発
庁
内
部
に
お
い
て
も
六

0
年
代
後
半
に
構
想
さ

れ
て
い
る
。
北
海
道
開
発
庁
企
画
室
『
北
海
道
開
発
の
長
期
展
望

1

豊
か
な
北
海
道
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
』
一
九
六
七
年
八
月
を
参
照
。

(
叩
)
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
。

(
日
)
前
掲
『
第
三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
資
料
』
五
頁
。

(
ロ
)
前
掲
『
道
案
』
六
六
頁
、
お
よ
び
前
掲
『
北
海
道
開
発
庁
三

O

年
史
』
二
七
一
頁
参
照
。
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(
日
)
前
掲
『
証
言
・
町
村
道
政
と
そ
の
時
代
』

(H)
前
掲
『
要
録
』
七
七
八
頁
。

四
O
二
頁
。

五

七
0
年
代
の
北
海
道
開
発

閣
議
決
定
さ
れ
た
三
期
計
画
は
、
翌
七
一
年
度
よ
り
実
施
過
程
に
移
る
。

七
0
年
代
の
北
海
道
開
発
を
論
ず
る
に
は
、
本
来
な
ら
ば
稿
を
改
め
る
必

要
が
あ
る
。
本
章
で
は
、
三
期
計
画
作
成
過
程
に
お
け
る
道
と
開
発
庁
の

関
係
を
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
七

0
年
代
の
北
海
道
開
発
を

め
ぐ
る
情
勢
と
、
次
期
計
画
作
成
過
程
を
簡
単
に
概
観
す
る
。

(
ニ
三
期
計
画
の
「
破
綻
」

高
度
経
済
成
長
が
持
続
し
て
い
た
七

0
年
代
初
頭
、
増
大
す
る
開
発
予

算
を
背
景
に
三
期
計
画
は
積
極
的
に
推
進
さ
れ
て
ゆ
く
。
特
に
田
中
角
栄

首
相
が
推
進
し
た
日
本
列
島
改
造
論
の
中
で
、
北
海
道
開
発
は
新
た
な
注

目
を
浴
び
る
。
改
造
論
の
主
要
政
策
で
あ
る
基
幹
資
源
型
大
規
模
工
業
基

地
の
立
地
や
工
業
再
配
置
の
受
け
入
れ
地
と
し
て
、
北
海
道
は
日
本
海
沿

岸
部
と
と
も
に
「
日
本
海
時
代
、
北
海
道
時
代
の
到
来
L

と
し
て
多
大
な

(
1
)
 

期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
七
三
年
秋
に
発
生
し
た
石
油
危
機
は
、

ηノ“

北
海
道
開
発
を
取
り
巻
く
環
境
を
一
変
さ
せ
た
。
第
一
に
、
中
央
政
府
が

4

採
用
し
た
総
需
要
抑
制
策
の
一
環
と
し
て
の
公
共
事
業
抑
制
措
置
に
よ
り
、
四

(

2

)

3

 

七
五
年
度
ま
で
の
開
発
事
業
費
は
厳
し
く
抑
制
さ
れ
た
。
第
二
に
、
六

O

飢

年
代
の
高
度
成
長
を
前
提
と
し
た
経
済
的
条
件
が
大
き
く
変
質
し
た
た
め
肢

に
、
重
化
学
工
業
が
本
州
か
ら
道
内
へ
移
転
す
る
可
能
性
が
急
速
に
低
下

し
た
(
月
・

5
-
m
)
。
こ
の
よ
う
に
石
油
危
機
以
後
、
重
化
学
工
業
誘

致
を
通
じ
て
北
海
道
の
産
業
構
造
を
高
度
化
し
、
日
本
経
済
へ
の
貢
献
を

図
る
と
い
う
三
期
計
画
の
目
標
は
達
成
困
難
な
状
況
に
陥
っ
た
。

ま
た
、
北
海
道
開
発
の
推
進
は
各
地
で
高
揚
す
る
住
民
運
動
の
前
に
停

滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
苫
小
牧
東
部
開
発
に
反
対
す
る
住
民

(3) 

運
動
は
七
三
年
頃
か
ら
活
発
な
動
き
を
見
せ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
苫
小
牧

東
部
開
発
に
関
す
る
公
害
防
止
問
題
は
、
国
会
の
公
害
環
境
特
別
委
員
会

(
4
)
 

を
は
じ
め
と
し
た
各
委
員
会
で
大
き
な
争
点
と
化
し
た
。

こ
の
よ
う
に
北
海
道
開
発
を
め
ぐ
る
状
況
は
混
迷
を
深
め
て
い
た
。
三

期
計
画
の
作
成
者
た
ち
は
、
道
民
参
加
、
公
害
防
止
、
社
会
開
発
の
推
進
、

変
動
す
る
経
済
情
勢
へ
の
弾
力
的
対
応
な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
計
画
を
作
成

し
て
い
た
。
し
か
し
、
七

0
年
代
の
社
会
経
済
情
勢
の
激
変
は
、
計
画
作

成
当
初
の
彼
ら
の
想
像
を
遥
か
に
越
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
三
期
計
画
の

見
直
し
を
求
め
る
声
は
年
々
高
ま
っ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
道
段
階
に
お
い
て

北
海
道
総
合
開
発
委
員
会
が
コ
一
期
計
画
の
総
点
検
を
行
っ
た
後
、
知
事
は



七
四
年
九
月
に
新
計
画
の
作
成
を
表
明
、
一

O
月
に
は
開
発
庁
長
官
に
新

計
画
策
定
を
要
望
し
た
。
開
発
庁
も
七
四
年
一
一
月
、
北
海
道
開
発
審
議

会
に
よ
る
新
計
画
作
成
の
建
議
を
機
に
、
新
た
な
開
発
計
画
の
作
成
を
開

(5) 

始
し
た
。

開発計画の意味転換とく道一開発庁〉関係の変容

(
二
)
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
再
考

ま
た
、
七

0
年
代
を
通
じ
て
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
再
考
を
迫
る

様
々
な
動
き
が
生
じ
た
。
第
一
に
、
七

0
年
度
か
ら
見
直
し
が
進
め
ら
れ

て
い
た
「
一

O
割
補
助
」
は
、
七
二
年
に
全
廃
が
確
定
し
た

(η
・
1
・

6
)
。
第
二
に
、
七
二
年
一
一
月
田
中
首
相
が
日
本
列
島
改
造
論
を
推
進

す
る
行
政
機
関
の
新
設
を
狙
い
と
し
た
国
土
開
発
庁
構
想
を
表
明
し
た
こ

と
を
発
端
に
、
こ
の
構
想
が
国
土
総
合
開
発
庁
と
し
て
進
展
す
る
過
程
に

(
6
)
 

お
い
て
、
北
海
道
開
発
庁
の
統
廃
合
が
具
体
化
し
た
。
開
発
庁
統
廃
合
の

構
想
は
そ
の
後
も
、
七
七
年
六
月
に
福
田
内
閣
が
進
め
て
い
た
行
政
改
革

(7) 

と
の
関
連
で
再
燃
す
る
。
第
三
に
、
七

0
年
代
の
戦
後
北
海
道
開
発
体
制

見
直
し
が
六

0
年
代
の
状
況
と
異
な
る
最
大
の
特
徴
は
、
北
海
道
開
発
法

を
改
正
す
る
動
向
が
顕
在
化
し
た
点
に
あ
る
。
七
二
年
五
月
、
開
発
庁
は

国
民
経
済
の
復
興
と
人
口
問
題
の
解
決
を
目
標
と
し
て
資
源
開
発
に
重
点

を
置
く
開
発
法
を
、
現
在
の
社
会
経
済
情
勢
に
合
致
す
る
よ
う
検
討
を
始

め
た

(η
・
5

・
2
)
0
そ
し
て
、
社
会
開
発
と
産
業
振
興
を
推
進
す
る

権
限
と
機
能
の
強
化
を
狙
い
と
し
た
開
発
法
改
正
要
綱
が
作
成
さ
れ
た
。

し
か
し
自
民
党
北
海
道
開
発
委
員
会
で
は
、
改
正
の
国
民
的
合
意
が
得
ら

れ
な
い
場
合
、
そ
の
影
響
が
開
発
庁
の
統
廃
合
や
開
発
事
業
の
補
助
率
見

(8) 

直
し
に
波
及
す
る
こ
と
を
お
そ
れ
る
慎
重
論
が
大
勢
を
占
め
た
。
最
終
的

に
、
開
発
庁
も
庁
内
の
改
正
論
を
押
さ
え
、
開
発
法
改
正
の
見
送
り
を
決

定
し
た

(η
・
2
・
6
)
。
そ
の
後
、
開
発
法
改
正
問
題
は
道
議
会
、
国
会
、

北
海
道
開
発
審
議
会
で
議
論
さ
れ
、
関
係
者
は
一
様
に
開
発
法
改
正
の
必

(9) 

要
性
を
表
明
し
た
が
、
法
改
正
は
行
わ
れ
ず
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

さ
乙
道
の
「
脱
開
発
庁
化
」

次
期
計
画
作
成
過
程
に
お
い
て
、
道
と
開
発
庁
の
関
係
は
計
画
の
「
分

離
」
と
い
う
形
で
変
容
す
る
。
道
は
、
七
七
年
七
月
、
次
期
計
画
を
『
北

海
道
発
展
計
画
』
と
し
て
作
成
し
た
。
「
北
海
道
発
展
計
画
』
と
、
開
発

庁
が
作
成
し
七
八
年
二
月
に
閣
議
決
定
を
見
た
『
新
北
海
道
総
合
開
発
計

画
』
を
比
較
す
る
と
、
以
下
の
点
に
特
徴
が
あ
る
。
第
一
に
、
前
者
が
道

民
生
活
の
向
上
を
、
後
者
は
北
海
道
と
い
う
国
土
の
総
合
環
境
の
整
備
を

qυ 

計
画
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
第
二
に
、
『
北
海
道
発
展
計
画
』
は
対
象
と
川ゥ，

す
る
政
策
領
域
を
大
幅
に
拡
大
し
、
あ
ら
ゆ
る
道
政
の
分
野
を
包
括
し
て
必qtυ 

い
る
。
第
三
に
、
両
者
の
計
画
目
標
及
び
計
画
の
性
格
は
異
な
る
も
の
の
、
何
日

国
の
計
画
を
上
回
る
経
済
成
長
見
通
し
ゃ
苫
小
牧
東
部
開
発
の
推
進
な
ど
、
い
日
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(
叩
)

計
画
の
基
本
要
素
に
相
違
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
道
が
計
画
を
「
分
離
L

し
た
背
景
に
は
、
計
画
原
案
を
意

見
と
し
て
従
来
通
り
内
閣
へ
提
出
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
も
道
段
階
の

(
日
)

自
治
体
計
画
と
し
て
活
用
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
産
業
基
盤

整
備
な
ど
ハ
ー
ド
面
中
心
の
開
発
計
画
か
ら
、
教
育
・
文
化
・
芸
術
政
策

な
ど
ソ
フ
ト
面
を
取
り
入
れ
、
広
く
道
民
の
生
活
環
境
に
関
わ
る
分
野
の

施
策
を
包
括
し
た
計
画
を
自
治
体
と
し
て
保
持
す
る
必
要
が
高
ま
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
計
画
に
は
新
た
に
地
域
別
の
振
興
・
発
展
構
想
が
加

え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
道
は
計
画
作
成
に
際
し
、
道
民
意
向
調
査
の

実
施
や
計
画
素
案
を
市
町
村
な
ど
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ
る
手
法
を
採

(ロ)

用
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
開
発
庁
で
は
計
画
作
成
に
お
け
る
従
来
の
道
と
開
発
庁

と
の
関
係
を
変
更
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
懐
疑
的
な
意
見
が
多
か
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
計
画
作
成
の
変
更
に
関
す
る
道
と
開
発
庁
の
調
整
は
多
く
の

(
日
)

時
間
を
要
し
た
。
当
時
の
関
係
者
に
よ
れ
ば
、
計
画
を
「
分
離
」
す
る
こ

と
は
、
緊
密
な
道
と
開
発
庁
の
関
係
を
疎
遠
に
さ
せ
、
従
来
ま
で
道
と
開

発
庁
が
一
体
と
な
っ
て
行
っ
て
い
た
関
係
省
庁
へ
の
計
画
承
認
行
動
に
と

っ
て
不
得
策
で
あ
る
と
い
う
慎
重
論
が
強
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
最
終

的
に
は
、
自
治
体
が
主
体
性
を
強
化
し
つ
つ
あ
る
時
代
の
流
れ
の
中
、
開

(M) 

発
庁
も
道
の
意
向
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

七
八
年
度
以
降
は
、
国
の
『
新
北
海
道
総
合
開
発
計
画
』
と
道
の
『
北

海
道
発
展
計
画
』
が
並
行
し
て
進
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
七

0
年
代
の

社
会
経
済
情
勢
の
激
変
に
対
処
す
る
た
め
、
道
は
戦
後
北
海
道
開
発
体
制

の
枠
外
へ
踏
み
出
す
。
す
な
わ
ち
、
計
画
の
「
分
離
」
を
通
じ
て
、
道
の

「
脱
開
発
庁
化
」
が
進
行
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

北法45(3・128)414

(
四
)
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
限
界

六
0
年
代
後
半
か
ら
七

0
年
代
を
通
じ
、
開
発
計
画
作
成
の
局
面
以
外

に
お
い
て
も
道
と
開
発
庁
の
関
係
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
第
一

に
、
「
一

O
割
補
助
」
削
減
問
題
へ
の
対
応
の
相
違
と
し
て
現
れ
る
。
道

は
「
一

O
割
補
助
」
の
削
減
に
関
し
、
最
後
ま
で
こ
れ
に
反
対
す
る
姿
勢

を
と
っ
て
い
た
(
叩
・

2
・
7
)
。
し
か
し
開
発
庁
は
、
三
期
計
画
の
対

大
蔵
省
交
渉
へ
の
考
慮
な
ど
か
ら
補
助
率
削
減
を
容
認
し
た
。
こ
の
よ
う

な
早
々
と
補
助
率
削
減
を
容
認
す
る
開
発
庁
の
動
向
は
、
必
ず
し
も
道
の

意
向
に
合
致
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
三
期
計
画

作
成
当
時
の
企
画
部
長
で
あ
っ
た
樫
原
泰
明
氏
は
後
年
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

「
わ
た
し
の
経
験
で
は
、
最
重
要
事
項
で
は
、
北
海
道
開
発
庁
必
ず
し

も
頼
り
に
な
ら
ず
と
い
う
印
象
を
強
く
も
っ
た
と
き
も
何
回
か
あ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
こ
の
問
題
で
は
、
政
治
決
着
を
は



開発計画の意味転換とく道 開発庁〉関係の変容

か
る
戦
法
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
に
追
い
こ
ま
れ
ま
し
た
。
不
本

意
な
が
ら
、
北
海
道
開
発
庁
の
頭
越
し
に
反
対
運
動
を
展
開
し
た
の
で
す
。

や
が
て
、
事
態
が
決
着
す
る
重
要
な
局
面
で
、
北
海
道
開
発
庁
に
呼
び
出

さ
れ
、
き
つ
く
お
し
か
り
を
受
け
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
こ
う
い
う

場
合
、
北
海
道
開
発
庁
も
、
自
治
省
が
よ
く
や
る
よ
う
に
、
各
省
を
敵
に

廻
し
て
で
も
、
私
た
ち
の
た
め
に
ひ
と
肌
ぬ
い
で
欲
し
か
っ
た
も
の
で
あ

(
日
)

る
と
今
で
も
残
念
な
思
い
が
残
っ
て
お
り
ま
す
」
。

以
上
の
よ
う
に
「
一

O
割
補
助
」
削
減
問
題
は
、
道
が
維
持
・
存
続
さ

せ
よ
う
と
す
る
地
方
の
既
得
利
益
が
、
開
発
庁
と
の
一
体
的
な
連
携
行
動

に
よ
っ
て
は
確
保
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。
そ
の

際
、
道
は
地
方
利
益
を
守
る
た
め
独
自
の
行
動
を
と
る
。

第
二
に
、
樫
原
氏
は
道
が
地
方
利
益
を
確
保
す
る
際
の
、
戦
後
北
海
道

間
開
発
体
制
の
限
界
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
:
:
:
国
土
庁
あ
る
い
は
同
庁
設
置
前
の
経
済
企
画
庁
に
全
国
総
合
開

発
計
画
の
業
務
が
あ
り
、
必
ず
し
も
開
発
行
政
の
窓
口
が
一
本
で
は
な
か

っ
た
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
通
常
の
業
務
は
、
北
海
道
開
発

庁
で
こ
と
足
り
ま
す
。
し
か
し
案
件
に
よ
っ
て
は
国
土
庁
の
意
見
が
す
ぐ

れ
て
い
る
と
か
、
道
庁
に
と
っ
て
得
策
で
あ
る
よ
う
な
ケ

i
ス
も
あ
り
、

悩
ま
し
い
思
い
を
し
た
も
の
で
し
た
。
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
新
産
業
都
市

建
設
促
進
法
の
運
用
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
北
海
道
関

発
庁
よ
り
は
、
国
土
庁
を
頼
り
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う

(
日
)

点
に
北
海
道
開
発
行
政
の
弱
み
を
み
る
よ
う
に
思
う
の
で
す
」
。

こ
の
よ
う
に
道
の
追
求
す
る
地
方
利
益
が
、
開
発
庁
と
開
発
局
の
有
す

る
法
的
権
限
の
枠
外
に
存
在
す
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
時
、
戦
後
北
海
道

開
発
体
制
の
下
に
止
ま
る
こ
と
は
必
ず
し
も
道
が
地
方
利
益
を
獲
得
す
る

際
の
有
利
な
条
件
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

六

0
年
代
末
か
ら
七

0
年
代
に
至
り
、
道
が
地
方
利
益
を
維
持
、
確
保

す
る
際
に
、
独
自
の
行
動
を
取
る
場
合
ゃ
、
開
発
庁
以
外
の
省
庁
を
重
視

す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
現
象
は
、
道
に
と
っ
て
の
戦
後
北
海
道
開

発
体
制
の
絶
対
的
な
重
要
性
が
、
徐
々
に
相
対
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。

注(
1
)
田
中
角
栄
『
日
本
列
島
改
造
論
』

二
年
、
八
一
一
一
|
九
五
頁
。

(
2
)
前
掲
『
北
海
道
開
発
庁
三

O
年
史
』
六
六
頁
。

(
3
)
中
村
紀
一
「
苫
東
開
発
と
住
民
運
動
」
「
地
域
開
発
』
一
九
七
七

年
八
月
号
、
一
九
二
二
頁
。
な
お
、
苫
小
牧
東
部
開
発
問
題
に

関
す
る
社
会
学
の
研
究
と
し
て
、
元
島
邦
夫
・
庄
司
興
吉
一
編
『
地

域
開
発
と
社
会
構
造
苫
小
牧
東
部
大
規
模
工
業
開
発
を
め
ぐ
っ

て
|
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八

O
年
が
あ
る
。

日
刊
工
業
新
聞
社
、

九
七
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(
4
)
苫
小
牧
東
部
開
発
や
北
海
道
開
発
法
の
改
正
な
ど
北
海
道
開
発

に
関
す
る
諸
問
題
は
、
一
九
七
三
年
三
月
以
降
、
国
会
の
予
算
委

員
会
や
公
害
環
境
特
別
委
員
会
な
ど
に
お
い
て
盛
ん
に
議
論
さ
れ

た。

(
5
)
北
海
タ
イ
ム
ス
社
編
『
戦
後
の
北
海
道
道
政
編
』
北
海
タ
イ

ム
ス
社
、
一
九
八
二
年
、
三
一
六
|
三
一
九
頁
。

(
6
)
前
掲
『
北
海
道
開
発
庁
三

O
年
史
』
コ
一
七
|
三
八
頁
。
国
土
開

発
庁
構
想
は
最
終
的
に
は
国
土
庁
と
し
て
実
現
す
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
今
村
都
南
雄
「
国
土
庁
設
立
の
政
策
過
程
|
長
期
的

脈
絡
に
お
い
て
|
」
『
組
織
と
政
策

(E)

行
政
体
系
の
編
成
と

管
理
l
』
財
団
法
人
行
政
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
七
年
を

参
照
。

(
7
)
北
海
タ
イ
ム
ス
社
、
前
掲
、
三
四
四
l
三
四
七
頁
。

(
8
)
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
。

(
9
)
例
え
ば
、
道
も
開
発
庁
と
同
様
の
認
識
を
明
ら
か
に
し
た
。
『
昭

和
五
二
年
北
海
道
議
会
総
合
開
発
調
査
特
別
委
員
会
会
議
要
録
』

二
七
|
三

O
頁
。
上
口
国
夫
開
発
調
整
部
長
の
答
弁
。

(
叩
)
北
海
道
『
北
海
道
発
展
計
画
』
一
九
七
七
年
七
月
、
お
よ
び
北

海
道
開
発
庁
『
新
北
海
道
総
合
開
発
計
画
』
一
九
七
八
年
を
参
照
。

(
日
)
北
海
タ
イ
ム
ス
社
、
前
掲
、
三
五

O
頁。

(
ロ
)
北
海
道
開
発
調
整
部
『
北
海
道
総
合
開
発
計
画
関
連
道
議
会
議

事
録
』
(
北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
)
二
二

O
頁
。
堂
垣
内
尚
弘
知
事

の
答
弁
。

(
日
)
北
海
タ
イ
ム
ス
社
、
前
掲
、
三
五

O
頁。

(
は
)
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
。
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お
わ
り
に

八
道
|
開
発
庁

V
関
係
の
変
容

以
上
の
よ
う
に
本
稿
で
は
、
計
画
作
成
過
程
を
中
心
に
六

0
年
代
か
ら

七
0
年
代
に
至
る
道
と
開
発
庁
の
関
係
を
論
じ
て
き
た
が
、
最
後
に
両
者

の
関
係
及
び
、
三
期
計
画
作
成
過
程
に
発
現
し
た
関
係
の
変
容
に
つ
い
て

考
察
を
行
う
。

先
ず
、
六

0
年
代
か
ら
七

0
年
代
を
通
じ
た
北
海
道
開
発
の
推
進
に
際

し
一
貫
と
し
て
、
両
者
に
は
以
下
の
よ
う
な
共
通
点
が
見
ら
れ
た
。
第
一

に
、
道
と
開
発
庁
は
、
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
堅
持
と
い
う
点
に
関
し

て
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
は
両
者
が
開
発
庁
の
統
廃
合
に
対
し

強
硬
に
反
対
し
て
い
る
点
ゃ
、
北
海
道
開
発
法
改
正
の
必
要
性
を
認
識
し

つ
つ
も
、
現
体
制
が
有
す
る
行
財
政
上
の
利
益
を
維
持
す
る
た
め
慎
重
な

姿
勢
を
保
っ
て
い
る
点
に
現
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
両
者
が
戦
後
北
海
道

開
発
体
制
を
堅
持
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
北
海
道
開
発
を
日
本
経
済
社
会

発
展
へ
の
寄
与
と
関
連
付
け
て
推
進
す
る
と
い
う
思
考
様
式
も
一
貫
し
て

い
る
。
こ
れ
は
常
に
計
画
が
全
国
レ
ベ
ル
を
上
回
る
経
済
成
長
見
通
し
を



開発計画の意味転換とく道一開発庁〉関係の変容

掲
げ
、
大
幅
な
人
口
増
を
目
標
と
し
て
い
る
点
、
過
密
地
域
か
ら
移
転
す

る
重
化
学
工
業
の
受
け
入
れ
を
通
じ
て
、
日
本
経
済
発
展
へ
貢
献
す
る
こ

と
を
強
調
し
て
い
る
点
に
現
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
三
期
計
画
作
成
過
程
に
お
い
て
、
道
と
開
発
庁
の
一
体
的

な
関
係
に
変
化
が
生
じ
始
め
た
。
道
は
、
大
規
模
な
重
化
学
工
業
化
を
推

進
し
つ
つ
も
、
環
境
問
題
、
福
祉
問
題
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
背
景
に
、

社
会
開
発
な
ど
道
民
生
活
向
上
に
直
接
関
連
す
る
分
野
の
政
策
を
重
視
し

た
。
同
時
に
、
冬
季
開
発
や
北
方
圏
交
流
な
ど
、
新
し
い
政
策
領
域
を
開

拓
し
つ
つ
あ
っ
た
。

こ
の
点
に
関
し
、
計
画
作
成
当
時
の
関
係
者
に
よ
れ
ば
、
道
は
三
期
計

画
の
対
象
範
囲
が
開
発
法
の
範
鳴
か
ら
逸
脱
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
認

識
を
持
ち
始
め
、
さ
ら
に
、
道
独
自
の
開
発
計
画
を
作
成
す
る
必
要
性
も

三
期
計
画
作
成
時
よ
り
芽
生
え
た
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
頃
か
ら
道
と
開

発
庁
は
計
画
作
成
に
関
し
て
独
自
の
作
業
体
制
を
確
立
し
始
め
、
各
々
で

計
画
作
成
を
進
め
る
と
い
う
相
違
が
生
じ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、

第
一
に
、
六

0
年
代
を
通
じ
た
開
発
事
業
に
よ
っ
て
道
内
の
基
盤
整
備
が

一
応
の
達
成
を
見
た
こ
と
、
第
二
に
、
こ
の
頃
か
ら
道
自
体
、
地
方
自
治

(
1
)
 

体
と
し
て
の
立
場
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
事
情
に
由
来
す
る
。

こ
の
よ
う
に
道
は
、
六

0
年
代
ま
で
の
経
済
開
発
と
基
盤
整
備
中
心
の

開
発
か
ら
、
社
会
開
発
を
初
め
と
す
る
新
た
な
政
策
分
野
に
ま
で
計
画
の

対
象
範
囲
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
開
発
の
概
念
を
多
様
化
さ
せ
た
。

ま
た
、
国
策
と
し
て
の
性
格
の
強
か
っ
た
計
画
か
ら
、
自
治
体
と
し
て
の

計
画
へ
と
転
換
を
図
り
つ
つ
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
開
発
庁
は
国
策
と
し
て
北
海
道
開
発
を
進
め
る
立
場
に

あ
り
、
北
海
道
開
発
の
日
本
経
済
へ
の
貢
献
、
国
家
的
意
義
を
よ
り
積
極

的
に
明
示
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
国
土
開
発
と
し
て
の
北
海

道
開
発
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
国
策
と
し
て
の
計
画
と
い
う
性
格
を
強

く
表
現
し
て
い
た
。
ま
た
、
新
た
な
政
策
の
推
進
も
、
基
盤
整
備
中
心
の

開
発
計
画
に
基
づ
き
、
開
発
庁
自
体
に
法
的
な
実
施
権
限
が
存
在
し
な
い

戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
枠
内
で
進
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

す
な
わ
ち
三
期
計
画
作
成
過
程
に
お
い
て
、
道
と
開
発
庁
の
間
に
開
発

概
念
や
計
画
の
性
格
を
め
ぐ
る
見
解
の
相
違
が
次
第
に
露
呈
し
始
め
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
開
発
や
計
画
に
関
す
る
異
な
る
考
え
を
一
つ
の
開
発
計
画
の

中
に
包
括
し
、
運
用
す
る
こ
と
の
限
界
が
明
白
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
ま

た
、
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
下
、
北
海
道
開
発
法
に
制
約
さ
れ
な
が
ら

開
発
計
画
を
運
用
す
る
こ
と
は
、
現
実
の
社
会
経
済
情
勢
の
課
題
を
適
切

に
解
決
す
る
こ
と
を
困
難
に
さ
せ
る
。
し
か
し
、
戦
後
北
海
道
開
発
体
制

の
法
制
度
上
の
役
割
と
現
実
の
政
策
課
題
と
の
関
の
懸
隔
状
態
が
歴
然
と

し
て
い
な
が
ら
、
北
海
道
開
発
法
の
改
正
は
、
政
治
的
な
理
由
か
ら
実
現

可
能
性
が
低
か
っ
た
。
そ
の
中
で
、
道
は
開
発
計
画
を
推
進
す
る
際
に
、

北法45(3・131)417
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戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
枠
外
へ
と
新
た
な
政
策
領
域
を
拡
大
し
始
め
、

戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
制
約
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
。

要
す
る
に
六

0
年
代
後
半
以
降
、
開
発
庁
と
道
と
の
聞
の
開
発
や
計
画

に
対
す
る
考
え
の
相
違
が
顕
在
化
し
、
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
制
度
と

現
実
と
の
問
に
議
離
が
生
じ
た
。
そ
し
て
三
期
計
画
作
成
過
程
に
お
い
て
、

道
が
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
枠
外
へ
踏
み
出
す
と
い
う
形
で
、
「
脱
開

発
庁
化
」
の
萌
芽
が
発
現
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
し
て
道
の
「
脱
開
発
庁
化
」

は
七

0
年
代
後
半
に
、
計
画
の
「
分
離
」
と
い
う
形
で
よ
り
明
白
に
あ
ら

わ
れ
て
ゆ
く
。

北法45(3・132)418

注(
1
)
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
。

(
備
考
)

文
中
の
日
付
は
北
海
道
新
聞
を
表
す
。
他
新
聞
に
つ
い
て
は
新

聞
社
名
を
記
し
て
い
る
。

本
稿
を
執
筆
す
る
際
に
、
当
時
の
道
、
開
発
庁
関
係
者
を
始
め
、

多
く
の
方
々
か
ら
有
益
な
お
話
し
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ

こ
に
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
対
し
、
感
謝
の
意
を
表
し
た

・ν本
稿
は
、
一
九
九
二
年
、
九
三
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助

金
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


